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早
春
、
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
の
山
地
、
土
手
な
ど
に
、
特
に

雪
国
で
は
、
雪
ど
け
を
待
ち
か
ね
た
よ
う
に
若
芽
を
出
し
ま
す
。

私
達
が
小
さ
い
こ
ろ
は
、
北

海
道
か
ら
、
ひ
と
塩
が
け
の

大
き
な
鰊

に
し
ん

が
来
る
と
、
カ
ド

あ
ぶ
り
が
各
戸
で
行
わ
れ
、

ま
た
カ
ド
貝
焼

か
や
き

に
は
、
必
ず

こ
の
ヒ
ロ
コ
が
つ
き
も
の
で

し
た
。
成
長
す
る
と
高
さ
が

50
�
以
上
に
も
な
り
、
先
端

に
散
形
花
序
（
ニ
ン
ジ
ン
の

花
の
よ
う
な
）
を
出
し
淡
紅

紫
色
の
花
を
つ
け
ま
す
。
花

被
片
は
６
個
、
つ
ぼ
み
は
総

苞
葉
に
包
ま
れ
て
先
が
尖
り

ま
す
。
地
下
の
鱗
茎
は
生
味

噌
を
つ
け
て
食
べ
て
も
美
味

で
す
。

4�　予防接種（個別・麻疹）

5�　議会定例会（～14日）

機能訓練教室

8�　スポーツ賞・芸術文化賞表

彰式（有鄰館）

9�　雪山八塩登山（予定）

11�　予防接種（個別・三混）

15�　東由利中卒業式

17�　八塩小卒業式

健康大学

18�　高瀬小卒業式

19�　機能訓練教室

20�　第２回合併協議会

乳児健診

21� 春分の日

25�　永慶保育園卒園式

28�　みどり保育園卒園式

東
由
利�

ノ
ビ
ル
（
ヒ
ロ
コ
）

（
ユ
リ
科
）

編
集
・
発
行
▼
東
由
利
町
企
画
課
　
〒
〇
一
五
‐
〇
二
九
五
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
田
県
由
利
郡
東
由
利
町
老
方
字
橋
脇
一
一
二
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�
〇
一
八
四
・
六
九
・
二
一
一
三
　
　
　
印
刷
・
Ｋ
Ｋ
本
間
印
刷
所

NO.217

（
１
月
21
日
〜
２
月
20
日
）

広
報
送
付
謝
礼
と
し
て
次
の
方
か
ら
金
一
封
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

加
藤
昭
子
さ
ん
（
秋
田
市
）

社
会
福
祉
協
議
会
に
次
の
方
か
ら
ご
芳
志
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

阿
部
富
八
さ
ん
（
中
通
）、
横
山
徳
五
郎
さ
ん

（
黒
渕
）

文
・
写
真
　
小
松
忠
正
氏

３月といえば、受験シーズン。中学３年生のみな
さんは本試験に向けて最後の追いこみに励んでいる
のではないでしょうか。私が受験生の時は、「なん
でこんなに勉強しなければならないのか」とぼやき
ながら勉強していたような気がします。今思うと、
あのころは好きなこともできず苦しい日々でした
が、自分がどれだけ頑張れるかを知ることができて
とても良い経験になったと思います。受験生のみな
さんも残りわずかの時間、ベストを尽くして頑張っ
てくださいね。（菅）

※
広
報
へ
の
掲
載
を
希
望
し
な
い
方
は
、届
出
の
際
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

●東由利町ホームページ　http://www.chokai.ne.jp/higashiyuri/

（
１
月
21
日
〜
２
月
20
日
届
出
）

●
ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

１
／24
阿
部
ナ
ツ
オ
さ
ん
（
94
）
富
　
八
･
母
・
中
　
通

１
／26
阿
部
　
義
直
さ
ん
（
93
）

寛
　
･
父
・
　
沼

２
／３
横
山
　
サ
ト
さ
ん
（
92
）
敏
　
雄
･
母
・
智
者
鶴

２
／４
横
山
ハ
ナ
エ
さ
ん
（
92
）

五
郎
･
母
・
蔵（
東
光
苑
）

２
／13
阿
部
　
ツ
ギ
さ
ん
（
78
）
清
太
郎
･
母
・
新
　
町

２
／18
宮
塚
菊
四
郎
さ
ん
（
79
）
菊
　
雄
･
父
・
新
　
町

２
／18
菊
地
ユ
キ
ヨ
さ
ん
（
96
）
純
　
悦
･
母
・
舘
　
西

２
／18
畠
山
　
ツ
キ
さ
ん
（
74
）
菊
　
一
･
妻
・
下
　
通

「鬼は～そと！福は～うち！」。２月３日の節分の日、
町内の保育園で豆まきが行われました。みどり保育園で
は、赤鬼や青鬼が現れると、元気いっぱい豆を投げる子
や「こわいよ～！」と目にいっぱい涙をためる子、ぽか
～んと様子を見ている子など反応はさまざま。それでも、
子どもたちが豆を投げ続けると、鬼は「いたいよ～」と
退散していきました。鬼退治を果たした子どもたちは嬉
しそうに年の数だけ（？）豆を食べ、今年一年の厄払い
をしていました。（広報担当）
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第
二
回
議
会
臨
時
会
が
二
月
十
七
日
に

招
集
さ
れ
、
一
般
会
計
補
正
予
算
と

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

《
一
般
会
計
補
正
予
算
》

平
成
十
四
年
度
東
由
利
町
一
般
会

計
の
歳
入
歳
出
予
算
に
、
そ
れ
ぞ
れ

九
百
五
十
万
八
千
円
を
追
加
し
、
予

算
総
額
を
五
十
一
億
五
千
七
百
五
十
三
万

四
千
円
と
し
た
も
の
。
追
加
と
な
っ
た
歳

出
補
正
予
算
の
内
容
は
冬
期
交
通
対

策
費
。

《
農
業
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
》

平
成
十
四
年
度
東
由
利
町
農
業

集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
の
歳
入
歳

出
予
算
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
一
万
円
を

減
額
し
、
予
算
総
額
を
七
億
八
千
八

百
八
十
三
万
七
千
円
と
し
た
も
の
。

除
雪
対
策
費
を
増
額

第2回議会臨時会
2月17日招集

No.�
1�
2�
3�
4�
5�
6�
7�
8�
9�
10�
11�
12�
13�
14�
15�
16�
17�
18�
19�
20�
21�
22�
23�
24�
25�
26�
27�
28�
29�
30�
31�
32�
33�
34�
35

氏　　　名�
畠　山　与　一�
村　上　主　江�
小　野　武　志�
小　野　明　子�
高　橋　慶　助�
大　沼　武　且�
谷　口　幸　子�
遠　藤　卓　哉�
伊　東　一　夫�
大　庭　時　晴�
小　松　佳　和�
小　松　耕之助�
阿　部　タツ子�
阿　部　　　剛�
遠　藤　真　吉�
畠　山　　　勉�
今　野　登和子�
畠　山　　　鋼�
渡　辺　多代子�
小笠原　慶　悦�
小　番　正　裕�
阿　部　陽　悦�
佐々木　雅　廣�
横　山　京　円�
小　松　幸　男�
佐　藤　　　守�
阿　部　竹　雄�
阿　部　蔵　次�
梅　津　榮　一�
阿　部　清太郎�
阿　部　重　雄�
遠　藤　忠　平�
小　松　義　嗣�
長谷山　　　光�
金　子　拓　雄�

自治会�
地下ノ沢�
石　　高�
下　　吹�
蔵 新 田 �
舘合新田�
蔵 新 田 �
上　　通�
家 ノ 下 �
蔵�

船　　木�
田　　代�
下 小 路 �
岩　　館�
蔵�

新　　処�
地下ノ沢�
新　　町�
蔵�

舘合新田�
蔵 新 田 �
家 ノ 下 �
岩　　館�
大　　琴�
泡 ノ 渕 �
石　　高�
祝　　沢�
宮 ノ 前 �
高　　村�
大　　琴�
新　　町�
蔵 新 田 �
新　　処�
松　　柴�
石　　高�
新　　町�

備　　　　　　　考�
ＪＡ地区担当理事�
ＪＡ女性部フレッシュ�
ＪＡ青年部支部長・青年農業士�
女性農業士�
農業委員会長�
商工会長�
商工会女性部長�
商工会青年部長�
商工会�
商工会�
本荘由利森林組合理事�
老人クラブ連合会長�
連合婦人会長�
町社会福祉協議会長�
町民生児童委員会長�
町消防団長�
みどり保育園長�
高瀬小ＰＴＡ副会長�
八塩小ＰＴＡ副会長�
東由利中ＰＴＡ会長�
玉米分館長�
蔵分館長�
宿分館長�
泡ノ渕自治会長�
石高自治会長�
祝沢自治会長�
宮ノ前自治会長�
高村自治会長�
大琴自治会長�
弁天島ほたるの会代表�
行政相談員�
議会議長・一市七町合併協議会委員�
副議長・一市七町合併協議会委員�
八塩山麓会会長・一市七町合併協議会委員�
指導農業士・一市七町合併協議会委員�

明日のまちづくり懇談会委員� （敬称略）�

新
庁
舎
で
の
業
務
開
始
以
来
二
ヵ
月
が
経

ち
ま
す
が
、
さ
し
た
る
故
障
も
な
く
町
民
の

皆
さ
ん
に
も
馴
染
ん
で
き
ま
し
た
。
中
で
仕

事
を
す
る
私
た
ち
も
、
旧
庁
舎
で
は
渡
り
廊

下
の
往
来
や
台
山
の
教
育
委
員
会
と
の
連
絡

調
整
に
手
間
取
る
こ
と
も
度
々
で
し
た
が
、

今
で
は
そ
う
い
っ
た
時
間
の
ロ
ス
も
な
く
、

組
織
が
よ
り
一
体
感
を
も
っ
て
業
務
に
専
念

で
き
ま
す
。

こ
れ
ま
で
有
鄰
館
で
行
わ
れ
て
い
た
会
議

も
庁
舎
の
会
議
室
が
使
用
で
き
る
た
め
、
町

民
の
来
庁
も
か
な
り
多
く
な
り
ま
し
た
。
役

場
機
能
ば
か
り
で
な
く
、
町
民
の
集
会
所
と

し
て
の
機
能
も
充
分
果
た
し
て
い
ま
す
。
た

だ
、
し
っ
か
り
分
煙
対
策
を
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
喫
煙
さ
れ
る
方
々
か
ら
の
評
価

は
悪
い
こ
と
で
す
。
今
の
時
代
や
む
を
得

な
い
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
で
は
あ
ん
ま
り

だ
と
い
う
こ
と
で
高
橋
宏
幸
先
生
の
絵
が

あ
る
ロ
ビ
ー
に
は
灰
皿
を
設
置
し
ま
し

た
。
ま
ず
は
及
第
点
の
評
価
で
す
。

二
月
は
冬
の
一
番
厳
し
い
時
で
す
が
、

今
冬
は
穏
や
か
な
天
気
が
続
き
こ
の
ま
ま
春

に
な
る
の
か
な
と
期
待
も
し
た
こ
と
で
す
。

十
七
日
、
除
雪
費
が
足
り
な
く
な
り
臨
時

議
会
を
招
集
し
ま
し
た
が
、
九
百
五
十
万
円

ほ
ど
の
補
正
に
議
会
か
ら
「
こ
の
天
気
だ
と

少
し
多
い
の
で
は
」
と
質
問
が
あ
り
、
同
じ

思
い
を
さ
れ
て
い
る
な
と
苦
笑
い
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
冬
の
天
気
は
我
々
の
思
惑
を

越
え
る
こ
と
が
多
く
、
こ
れ
か
ら
大
雪
に
遭

遇
し
て
も
除
雪
費
が
無
く
な
っ
た
の
で
出
動

で
き
ま
せ
ん
と
い
う
訳
に
も
い
き
ま
せ
ん
。

ま
だ
ま
だ
油
断
は
禁
物
で
す
。

十
五
日
、
十
六
日
と
商
工
青
年
部
、
八
塩

元
気
ク
ラ
ブ
、
東
由
利
を
お
も
し
ろ
く
す
る

会
、
弁
天
島
ほ
た
る
の
会
、「
ぷ
れ
っ
そ
」、

黄
桜
の
里
、
そ
し
て
観
光
協
会
の
皆
さ
ん
が

一
緒
に
な
り
「
雪
も
の
が
た
り
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
町
内
外
多

く
の
方
々
が
祭
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

「
千
と
千
尋
」
の
雪
像
も
な
か
な
か
の
出
来

栄
え
で
、
バ
ッ
ク
に
写
真
を
撮
る
方
々
も
多

か
っ
た
こ
と
で
す
。
夜
の
花
火
も
短
時
間
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
素
晴
ら
し
く
、
ミ
ニ
か

ま
く
ら
も
幻
想
的
で
し
た
。

本
荘
凧
の
会
の
皆
さ
ん
も
張
り
切
っ
て
子

供
達
に
凧
作
り
の
指
導
を
し
て
く
れ
ま
し

た
。町

職
員
に
よ
る
餅
つ
き
も
好
評
で
、
多

く
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
囲
ま
れ
、
腰
が
入
っ

て
な
い
な
ど
と
気
合
を
か
け
ら
れ
な
が
ら

つ
い
た
餅
も
あ
っ
と
い
う
間
に
売
り
切
れ

ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
頑
張
り
に
心
か
ら

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

合
併
論
議
が
新
聞
に
載
ら
な
い
日
が
な

い
状
況
に
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
九
日
、

「
合
併
を
語
る
会
」
が
玉
米
会
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
八
十
人
も
の
皆
さ
ん
が
お
集
ま

り
で
し
た
が
気
合
を
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

七
日
に
は
町
内
各
界
各
層
三
十
五
人
の
皆

さ
ん
に
委
員
を
委
嘱
し
、
町
づ
く
り
懇
談
会

を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。
十
七
年
三
月
ま
で
の

合
併
に
向
け
て
懸
命
な
取
り
組
み
を
し
て
い

き
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
猛
威
を
奮
う
と
心
配

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
も
う
し
ば
ら
く
の
冬
、

健
康
で
黄
桜
の
春
を
待
ち
た
い
も
の
で
す
。

「
明
日
の
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」
は
、

一
月
に
本
荘
由
利
一
市
七
町
に
よ
る
合
併

協
議
会
が
設
立
し
た
こ
と
を
受
け
、
今
後

行
わ
れ
る
話
し
合
い
に
さ
ま
ざ
ま
な
立
場

の
地
域
住
民
の
意
見
や
提
案
を
反
映
さ
せ

よ
う
と
こ
の
た
び
設
立
さ
れ
た
も
の
で

す
。今

回
、
委
員
に
選
ば
れ
た
の
は
、
各
分

野
を
代
表
す
る
三
十
代
か
ら
七
十
代
の
三

十
五
人
。
懇
談
会
で
は
、
阿
部
幸
悦
町
長

か
ら
一
人
ひ
と
り
に
委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

そ
の
後
、
阿
部
町
長
が
「
こ
の
懇
談
会

は
合
併
協
議
会
委
員
の
意
見
を
補
完
す
る

た
め
、
ま
た
、
協
議
会
で
話
し
合
わ
れ
た

内
容
を
ひ
ろ
く
住
民
に
理
解
し
て
も
ら
う

た
め
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
。
各
層
、

各
年
代
の
メ
ン
バ
ー
を
固
定
す
る
こ
と

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
か
ら
の
意
見
・
情

報
交
換
が
で
き
る
こ
と
を
期
待
す
る
」
と

あ
い
さ
つ
。
続
い
て
、
企
画
課
長
が
市
町

村
合
併
に
至
る
ま
で
の
過
程
や
合
併
協
議

会
の
概
要
、
協
議
結
果
に
つ
い
て
説
明
し

ま
し
た
。

意
見
交
換
で
は
、
委
員
か
ら
▽
豪
雪
地

帯
の
本
町
に
と
っ
て
、
合
併
に
よ
り
除
雪

サ
ー
ビ
ス
が
低
下
す
る
の
は
困
る
▽
合
併

が
避
け
ら
れ
な
い
と
す
れ
ば
、
本
町
に
と

っ
て
な
る
べ
く
良
い
条
件
で
や
っ
て
も
ら

い
た
い
▽
交
通
、
教
育
な
ど
合
併
に
よ
っ

て
不
便
に
な
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
て

ほ
し
い
▽
新
市
に
ふ
さ
わ
し
い
議
会
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
て
ほ
し
い
▽
東
由
利
独
特
の

観
光
資
源
を
残
し
て
い
く
た
め
、
合
併
前

に
東
由
利
の
名
を
全
国
に
残
し
て
お
き
た

い
▽
農
林
業
に
つ
い
て
、
各
市
町
で
は
温

度
差
が
あ
る
。
本
町
は
産
業
の
振
興
に
力

を
入
れ
て
き
た
が
、
合
併
後
は
行
政
の
支

援
が
受
け
ら
れ
な
い
な
ど
、
本
町
の
良
い

と
こ
ろ
が
切
り
捨
て
ら
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
懸
念
が
あ
る
―
な
ど
の
意
見
や

要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
意
見
に
対
し
、
阿
部
町
長
は
、

「
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
低
下
さ
せ
な
い
た
め
の
合
併
だ
と
考

え
て
い
る
。
協
議
会
で
は
、
み
な
さ
ん
か

ら
出
さ
れ
た
意
見
を
集
約
し
、
委
員
が
き

ち
ん
と
主
張
し
て
い
き
た
い
」
と
答
え
ま

し
た
。

今
後
、
懇
談
会
は
二
カ
月
に
一
回
程
度

開
催
さ
れ
る
予
定
で
、
委
員
の
任
期
は
合

併
調
印
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇

と
　
き
　
３
月
20
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
か
ら

と
こ
ろ
　
本
荘
由
利

広
域
交
流
セ
ン
タ
ー

合
併
協
議
会
は
、
公
開
で
行
わ
れ
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
の
傍
聴
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
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市
町
村
合
併
に
関
す
る
課
題
や
要
望
を
地
域
住
民
か
ら
聞
く
「
第
一

回
明
日
の
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」
が
二
月
七
日
、
東
由
利
町
役
場
で
開

か
れ
、
農
業
や
商
工
業
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係
者
な
ど
か
ら
選
ば
れ
た
委
員
が

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
活
発
な
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

明
日
の
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
開
催

第
２
回
合
併
協
議
会
が

開
催
さ
れ
ま
す

▲このたび設立された明日のまちづくり懇談会

▲活発な意見交換を行う委員
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第
二
回
議
会
臨
時
会
が
二
月
十
七
日
に

招
集
さ
れ
、
一
般
会
計
補
正
予
算
と

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

《
一
般
会
計
補
正
予
算
》

平
成
十
四
年
度
東
由
利
町
一
般
会

計
の
歳
入
歳
出
予
算
に
、
そ
れ
ぞ
れ

九
百
五
十
万
八
千
円
を
追
加
し
、
予

算
総
額
を
五
十
一
億
五
千
七
百
五
十
三
万

四
千
円
と
し
た
も
の
。
追
加
と
な
っ
た
歳

出
補
正
予
算
の
内
容
は
冬
期
交
通
対

策
費
。

《
農
業
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
》

平
成
十
四
年
度
東
由
利
町
農
業

集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
の
歳
入
歳

出
予
算
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
一
万
円
を

減
額
し
、
予
算
総
額
を
七
億
八
千
八

百
八
十
三
万
七
千
円
と
し
た
も
の
。

除
雪
対
策
費
を
増
額

第2回議会臨時会
2月17日招集

No.�
1�
2�
3�
4�
5�
6�
7�
8�
9�
10�
11�
12�
13�
14�
15�
16�
17�
18�
19�
20�
21�
22�
23�
24�
25�
26�
27�
28�
29�
30�
31�
32�
33�
34�
35

氏　　　名�
畠　山　与　一�
村　上　主　江�
小　野　武　志�
小　野　明　子�
高　橋　慶　助�
大　沼　武　且�
谷　口　幸　子�
遠　藤　卓　哉�
伊　東　一　夫�
大　庭　時　晴�
小　松　佳　和�
小　松　耕之助�
阿　部　タツ子�
阿　部　　　剛�
遠　藤　真　吉�
畠　山　　　勉�
今　野　登和子�
畠　山　　　鋼�
渡　辺　多代子�
小笠原　慶　悦�
小　番　正　裕�
阿　部　陽　悦�
佐々木　雅　廣�
横　山　京　円�
小　松　幸　男�
佐　藤　　　守�
阿　部　竹　雄�
阿　部　蔵　次�
梅　津　榮　一�
阿　部　清太郎�
阿　部　重　雄�
遠　藤　忠　平�
小　松　義　嗣�
長谷山　　　光�
金　子　拓　雄�

自治会�
地下ノ沢�
石　　高�
下　　吹�
蔵 新 田 �
舘合新田�
蔵 新 田 �
上　　通�
家 ノ 下 �
蔵�

船　　木�
田　　代�
下 小 路 �
岩　　館�
蔵�

新　　処�
地下ノ沢�
新　　町�
蔵�

舘合新田�
蔵 新 田 �
家 ノ 下 �
岩　　館�
大　　琴�
泡 ノ 渕 �
石　　高�
祝　　沢�
宮 ノ 前 �
高　　村�
大　　琴�
新　　町�
蔵 新 田 �
新　　処�
松　　柴�
石　　高�
新　　町�

備　　　　　　　考�
ＪＡ地区担当理事�
ＪＡ女性部フレッシュ�
ＪＡ青年部支部長・青年農業士�
女性農業士�
農業委員会長�
商工会長�
商工会女性部長�
商工会青年部長�
商工会�
商工会�
本荘由利森林組合理事�
老人クラブ連合会長�
連合婦人会長�
町社会福祉協議会長�
町民生児童委員会長�
町消防団長�
みどり保育園長�
高瀬小ＰＴＡ副会長�
八塩小ＰＴＡ副会長�
東由利中ＰＴＡ会長�
玉米分館長�
蔵分館長�
宿分館長�
泡ノ渕自治会長�
石高自治会長�
祝沢自治会長�
宮ノ前自治会長�
高村自治会長�
大琴自治会長�
弁天島ほたるの会代表�
行政相談員�
議会議長・一市七町合併協議会委員�
副議長・一市七町合併協議会委員�
八塩山麓会会長・一市七町合併協議会委員�
指導農業士・一市七町合併協議会委員�

明日のまちづくり懇談会委員� （敬称略）�

新
庁
舎
で
の
業
務
開
始
以
来
二
ヵ
月
が
経

ち
ま
す
が
、
さ
し
た
る
故
障
も
な
く
町
民
の

皆
さ
ん
に
も
馴
染
ん
で
き
ま
し
た
。
中
で
仕

事
を
す
る
私
た
ち
も
、
旧
庁
舎
で
は
渡
り
廊

下
の
往
来
や
台
山
の
教
育
委
員
会
と
の
連
絡

調
整
に
手
間
取
る
こ
と
も
度
々
で
し
た
が
、

今
で
は
そ
う
い
っ
た
時
間
の
ロ
ス
も
な
く
、

組
織
が
よ
り
一
体
感
を
も
っ
て
業
務
に
専
念

で
き
ま
す
。

こ
れ
ま
で
有
鄰
館
で
行
わ
れ
て
い
た
会
議

も
庁
舎
の
会
議
室
が
使
用
で
き
る
た
め
、
町

民
の
来
庁
も
か
な
り
多
く
な
り
ま
し
た
。
役

場
機
能
ば
か
り
で
な
く
、
町
民
の
集
会
所
と

し
て
の
機
能
も
充
分
果
た
し
て
い
ま
す
。
た

だ
、
し
っ
か
り
分
煙
対
策
を
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
喫
煙
さ
れ
る
方
々
か
ら
の
評
価

は
悪
い
こ
と
で
す
。
今
の
時
代
や
む
を
得

な
い
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
で
は
あ
ん
ま
り

だ
と
い
う
こ
と
で
高
橋
宏
幸
先
生
の
絵
が

あ
る
ロ
ビ
ー
に
は
灰
皿
を
設
置
し
ま
し

た
。
ま
ず
は
及
第
点
の
評
価
で
す
。

二
月
は
冬
の
一
番
厳
し
い
時
で
す
が
、

今
冬
は
穏
や
か
な
天
気
が
続
き
こ
の
ま
ま
春

に
な
る
の
か
な
と
期
待
も
し
た
こ
と
で
す
。

十
七
日
、
除
雪
費
が
足
り
な
く
な
り
臨
時

議
会
を
招
集
し
ま
し
た
が
、
九
百
五
十
万
円

ほ
ど
の
補
正
に
議
会
か
ら
「
こ
の
天
気
だ
と

少
し
多
い
の
で
は
」
と
質
問
が
あ
り
、
同
じ

思
い
を
さ
れ
て
い
る
な
と
苦
笑
い
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
冬
の
天
気
は
我
々
の
思
惑
を

越
え
る
こ
と
が
多
く
、
こ
れ
か
ら
大
雪
に
遭

遇
し
て
も
除
雪
費
が
無
く
な
っ
た
の
で
出
動

で
き
ま
せ
ん
と
い
う
訳
に
も
い
き
ま
せ
ん
。

ま
だ
ま
だ
油
断
は
禁
物
で
す
。

十
五
日
、
十
六
日
と
商
工
青
年
部
、
八
塩

元
気
ク
ラ
ブ
、
東
由
利
を
お
も
し
ろ
く
す
る

会
、
弁
天
島
ほ
た
る
の
会
、「
ぷ
れ
っ
そ
」、

黄
桜
の
里
、
そ
し
て
観
光
協
会
の
皆
さ
ん
が

一
緒
に
な
り
「
雪
も
の
が
た
り
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
町
内
外
多

く
の
方
々
が
祭
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

「
千
と
千
尋
」
の
雪
像
も
な
か
な
か
の
出
来

栄
え
で
、
バ
ッ
ク
に
写
真
を
撮
る
方
々
も
多

か
っ
た
こ
と
で
す
。
夜
の
花
火
も
短
時
間
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
素
晴
ら
し
く
、
ミ
ニ
か

ま
く
ら
も
幻
想
的
で
し
た
。

本
荘
凧
の
会
の
皆
さ
ん
も
張
り
切
っ
て
子

供
達
に
凧
作
り
の
指
導
を
し
て
く
れ
ま
し

た
。町

職
員
に
よ
る
餅
つ
き
も
好
評
で
、
多

く
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
囲
ま
れ
、
腰
が
入
っ

て
な
い
な
ど
と
気
合
を
か
け
ら
れ
な
が
ら

つ
い
た
餅
も
あ
っ
と
い
う
間
に
売
り
切
れ

ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
頑
張
り
に
心
か
ら

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

合
併
論
議
が
新
聞
に
載
ら
な
い
日
が
な

い
状
況
に
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
九
日
、

「
合
併
を
語
る
会
」
が
玉
米
会
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
八
十
人
も
の
皆
さ
ん
が
お
集
ま

り
で
し
た
が
気
合
を
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

七
日
に
は
町
内
各
界
各
層
三
十
五
人
の
皆

さ
ん
に
委
員
を
委
嘱
し
、
町
づ
く
り
懇
談
会

を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。
十
七
年
三
月
ま
で
の

合
併
に
向
け
て
懸
命
な
取
り
組
み
を
し
て
い

き
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
猛
威
を
奮
う
と
心
配

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
も
う
し
ば
ら
く
の
冬
、

健
康
で
黄
桜
の
春
を
待
ち
た
い
も
の
で
す
。

「
明
日
の
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」
は
、

一
月
に
本
荘
由
利
一
市
七
町
に
よ
る
合
併

協
議
会
が
設
立
し
た
こ
と
を
受
け
、
今
後

行
わ
れ
る
話
し
合
い
に
さ
ま
ざ
ま
な
立
場

の
地
域
住
民
の
意
見
や
提
案
を
反
映
さ
せ

よ
う
と
こ
の
た
び
設
立
さ
れ
た
も
の
で

す
。今

回
、
委
員
に
選
ば
れ
た
の
は
、
各
分

野
を
代
表
す
る
三
十
代
か
ら
七
十
代
の
三

十
五
人
。
懇
談
会
で
は
、
阿
部
幸
悦
町
長

か
ら
一
人
ひ
と
り
に
委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

そ
の
後
、
阿
部
町
長
が
「
こ
の
懇
談
会

は
合
併
協
議
会
委
員
の
意
見
を
補
完
す
る

た
め
、
ま
た
、
協
議
会
で
話
し
合
わ
れ
た

内
容
を
ひ
ろ
く
住
民
に
理
解
し
て
も
ら
う

た
め
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
。
各
層
、

各
年
代
の
メ
ン
バ
ー
を
固
定
す
る
こ
と

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
か
ら
の
意
見
・
情

報
交
換
が
で
き
る
こ
と
を
期
待
す
る
」
と

あ
い
さ
つ
。
続
い
て
、
企
画
課
長
が
市
町

村
合
併
に
至
る
ま
で
の
過
程
や
合
併
協
議

会
の
概
要
、
協
議
結
果
に
つ
い
て
説
明
し

ま
し
た
。

意
見
交
換
で
は
、
委
員
か
ら
▽
豪
雪
地

帯
の
本
町
に
と
っ
て
、
合
併
に
よ
り
除
雪

サ
ー
ビ
ス
が
低
下
す
る
の
は
困
る
▽
合
併

が
避
け
ら
れ
な
い
と
す
れ
ば
、
本
町
に
と

っ
て
な
る
べ
く
良
い
条
件
で
や
っ
て
も
ら

い
た
い
▽
交
通
、
教
育
な
ど
合
併
に
よ
っ

て
不
便
に
な
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
て

ほ
し
い
▽
新
市
に
ふ
さ
わ
し
い
議
会
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
て
ほ
し
い
▽
東
由
利
独
特
の

観
光
資
源
を
残
し
て
い
く
た
め
、
合
併
前

に
東
由
利
の
名
を
全
国
に
残
し
て
お
き
た

い
▽
農
林
業
に
つ
い
て
、
各
市
町
で
は
温

度
差
が
あ
る
。
本
町
は
産
業
の
振
興
に
力

を
入
れ
て
き
た
が
、
合
併
後
は
行
政
の
支

援
が
受
け
ら
れ
な
い
な
ど
、
本
町
の
良
い

と
こ
ろ
が
切
り
捨
て
ら
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
懸
念
が
あ
る
―
な
ど
の
意
見
や

要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
意
見
に
対
し
、
阿
部
町
長
は
、

「
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
低
下
さ
せ
な
い
た
め
の
合
併
だ
と
考

え
て
い
る
。
協
議
会
で
は
、
み
な
さ
ん
か

ら
出
さ
れ
た
意
見
を
集
約
し
、
委
員
が
き

ち
ん
と
主
張
し
て
い
き
た
い
」
と
答
え
ま

し
た
。

今
後
、
懇
談
会
は
二
カ
月
に
一
回
程
度

開
催
さ
れ
る
予
定
で
、
委
員
の
任
期
は
合

併
調
印
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇

と
　
き
　
３
月
20
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
か
ら

と
こ
ろ
　
本
荘
由
利

広
域
交
流
セ
ン
タ
ー

合
併
協
議
会
は
、
公
開
で
行
わ
れ
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
の
傍
聴
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

15.3.1 広報ひがしゆり　2

市
町
村
合
併
に
関
す
る
課
題
や
要
望
を
地
域
住
民
か
ら
聞
く
「
第
一

回
明
日
の
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」
が
二
月
七
日
、
東
由
利
町
役
場
で
開

か
れ
、
農
業
や
商
工
業
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係
者
な
ど
か
ら
選
ば
れ
た
委
員
が

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
活
発
な
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

明
日
の
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
開
催

第
２
回
合
併
協
議
会
が

開
催
さ
れ
ま
す

▲このたび設立された明日のまちづくり懇談会

▲活発な意見交換を行う委員
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▲夜にはライトアップされ�
　幻想的な雰囲気に�

雪像はどれも力作ぞろい�▲�
▼�

�スノーモービルの�
　試乗会はスリル満点�

▲やしおそば早食い大会には大勢の子どもたちが参加�

▲雪の滑り台は子どもたちに大人気�

▲雪上ボーリングでジュースの的をゲット�
▲豪華商品を当てようと抽選会には多くの人だかり�

ま
つ
り
会
場
に
は
、
商
工
会
青

年
部
、
黄
桜
の
里
、
ぷ
れ
っ
そ
の

み
な
さ
ん
が
製
作
し
た
巨
大
な
雪

像
や
灯
ろ
う
な
ど
が
設
置
さ
れ
、

ま
つ
り
の
雰
囲
気
一
色
。

両
日
と
も
、充
分
な
積
雪
量
と
、

天
候
に
恵
ま
れ
、
町
内
外
か
ら

続
々
と
ま
つ
り
客
が
会
場
に
足
を

運
び
ま
し
た
。

ま
つ
り
初
日
に
は
、
商
工
会
青

年
部
に
よ
る
「
ワ
ン
パ
ク
雪
上
ゲ

ー
ム
王
座
決
定
戦
」
や
東
由
利
凧

の
会
に
よ
る「
親
子
凧
作
り
教
室
」

が
行
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
歓
声

が
会
場
に
響
い
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
前
夜
祭
に
は
メ
イ
ン
イ

ベ
ン
ト
の
花
火
大
会
が
行
わ
れ
、

約
百
発
の
幻
想
的
な
打
ち
上
げ
花

火
が
冬
の
夜
空
を
彩
り
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
八
塩
元
気
ク
ラ
ブ

の
「
モ
ー
ビ
ル
列
車
」「
ス
ノ
ー

モ
ー
ビ
ル
試
乗
会
」、
弁
天
島
ホ

タ
ル
の
会
の「
雪
上
ボ
ー
リ
ン
グ
」

「
宝
さ
が
し
」、
東
由
利
を
お
も
し

ろ
く
す
る
会
の
「
雪
上
野
球
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
」、
凧
の
会

の
「
凧
あ
げ
大
会
」、
黄
桜
の
里

の
「
や
し
お
そ
ば
早
食
い
大
会
」

な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト

が
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

ま
た
、
ま
つ
り
の
最
後
に
は

「
雪
も
の
が
た
り
大
抽
選
会
」
が

行
わ
れ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
プ
レ
ー
ヤ
ー
や

ビ
デ
オ
付
き
テ
レ
ビ
、
石
油
フ
ァ

ン
ヒ
ー
タ
ー
な
ど
豪
華
賞
品
が
当

た
る
と
い
う
こ
と
で
、
会
場
に
は

た
く
さ
ん
の
人
だ
か
り
が
で
き
て

い
ま
し
た
。

両
日
と
も
好
天
だ
っ
た
た
め
過

去
最
高
の
人
出
を
記
録
し
た
今
年

の
ま
つ
り
。
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
春
を
目
前
に
雪
と
戯
れ
ま
し
た
。

15.3.1 広報ひがしゆり　4

町
観
光
協
会
が
主
催
す
る
「
雪
も
の
が
た

り
２
０
０
３
」
が
二
月
十
五
日
と
十
六
日
の

両
日
、
道
の
駅
特
設
会
場
で
行
わ
れ
、
約
六

千
人
の
人
出
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
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。



今
年
最
初
の
子
牛
市
場
が
二
月

九
日
、
本
荘
市
の
広
域
由
利
家
畜

市
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
町
内
畜
産
農
家
の
皆

さ
ん
が
日
ご
ろ
手
塩
に
か
け
た
牛

を
上
場
、
ま
た
県
内
外
か
ら
約
百

二
十
人
の
関
係
者
や
購
買
者
が
セ

リ
に
参
加
し
ま
し
た
。

購
買
者
は
、
血
統
や
体
型
、
発

育
度
な
ど
を
一
頭
一
頭
入
念
に
チ

ェ
ッ
ク
。
上
場
さ
れ
た
四
百
四
頭

の
う
ち
四
百
頭
の
売
買
が
成
立
し

ま
し
た
。

本
町
か
ら
は
八
十
一
頭
の
子
牛

が
上
場
さ
れ
、
七
十
九
頭
の
売
買

が
成
立
。
一
頭
当
た
り
の
平
均
価

格
が
四
十
三
万
三
千
九
百
九
十
六

円
と
、
昨
年
の
初
セ
リ
と
比
較
す

る
と
約
四
十
二
�
も
上
昇
し
ま
し

た
。ま

た
平
均
価
格
は
去
勢
、
雌
そ

れ
ぞ
れ
四
十
六
万
三
千
七
百
八
十

円
、
三
十
九
万
二
千
四
百
七
十
七

円
。
最
高
価
格
は
去
勢
、
雌
そ
れ

ぞ
れ
五
十
五
万
七
千
五
百
五
十

円
、
六
十
四
万
五
百
円
で
し
た
。

全
体
的
に
上
向
き
傾
向
だ
っ
た

今
年
度
の
結
果
に
つ
い
て
、
関
係

者
は
「
Ｂ
Ｓ
Ｅ
問
題
の
騒
動
は
ほ

ぼ
払
拭
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
」
と
話
し
て
お
り
、
畜
産
農
家

の
皆
さ
ん
も
安
堵
の
表
情
を
見
せ

て
い
ま
し
た
。

※
二
月
市
場
の
詳
し
い
情
報
は
十

一
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
女
性
の
た
め
の
さ
わ
や
か
講

座
」
が
二
月
十
四
日
、
有
鄰
館
で

行
わ
れ
、
町
内
の
主
婦
や
女
性
団

体
の
会
員
な
ど
約
百
三
十
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
女
性
と
介

護
」。
今
も
な
お
、
女
性
が
親
や

夫
の
介
護
を
す
る
の
は
当
然
と
考

え
ら
れ
、
介
護
地
獄
に
陥
る
女
性

が
後
を
絶
た
な
い
現
実
を
見
つ
め

直
し
、
そ
れ
に
負
け
な
い
心
の
あ

り
方
を
模
索
し
よ
う
と
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

講
座
で
は
、
秋
田
県
生
涯
学
習

講
師
の
澤
井
輝
子
氏
が
「『
人
生
、

楽
し
く
輝
い
て
』
〜
女
性
の
生
き

方
、
あ
り
方
〜
ち
ょ
っ
と
…
い
い

話
」
と
題
し
て
講
演
。
自
身
の
介

護
経
験
を
笑
い
を
交
え
な
が
ら
紹

介
し
「『
自
分
だ
け
が
正
し
い
』

『
自
分
が
や
ら
な
け
れ
ば
』
と
い

う
思
い
込
み
を
捨
て
、家
族
同
士
、

心
の
内
を
素
直
に
表
現
し
合
い
、

受
け
入
れ
合
え
る
雰
囲
気
を
つ
く

る
こ
と
が
大
切
」
と
楽
し
く
前
向

き
に
介
護
に
取
り
組
む
こ
と
の
必

要
性
を
訴
え
ま
し
た
。

講
演
の
最
後
に
は
、
講
師
自
ら

が
音
頭
を
取
り
、
全
員
で
歌
や
踊

り
を
楽
し
み
、
参
加
者
は
す
が
す

が
し
い
笑
顔
で
会
場
を
後
に
し
ま

し
た
。
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初
セ
リ
平
均
43
万
4
千
円�

2月�
子牛市場子牛市場�
2月�

子牛市場�

高
値
の
ス
タ
ー
ト
に
�

　
　
　
　
畜
産
農
家
も
一
安
心
�

昨年に比べ、12万8千円の上昇

▲高値でスタートした子牛市場

▲笑いにあふれた澤井氏の講演

▲講演の最後には楽しい踊りも

ス
ト
レ
ス
と
心
の
健
康

ス
ト
レ
ス
社
会
と
い
わ
れ
る
現

在
、
私
た
ち
は
、
家
庭
、
職
場
、

学
校
、
地
域
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま

な
ス
ト
レ
ス
を
う
け
て
生
活
し
て

お
り
、
そ
の
影
響
は
ち
ょ
っ
と
し

た
身
体
的
不
調
、
心
身
症
あ
る
い

は
行
動
の
変
化
と
し
て
現

れ
ま
す
。

多
く
の
場
合
休
養
に
よ

り
改
善
し
ま
す
が
、
ス
ト

レ
ス
が
急
激
で
大
き
か
っ

た
り
、
慢
性
的
に
続
い
た

り
す
る
と
、
時
に
う
つ
病

な
ど
の
心
の
病
を
引
き
起

こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

生
活
上
の
悩
み
、
人
間

関
係
の
歪
み
、
環
境
の
変

化
、
仕
事
の
過
労
や
高
齢

者
に
お
け
る
孤
独
は
こ
れ

ら
の
ス
ト
レ
ス
と
し
て
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
も
の
と

い
え
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
ス
ト
レ
ス

病
と
も
い
え
る
う
つ
病
は

自
殺
と
い
う
痛
ま
し
い
結
果
を
招

く
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
中
で
、
健
や
か
で
心
豊
か
な
人

生
を
送
る
た
め
に
、
現
在
、
ス
ト

レ
ス
対
策
も
含
め
た
生
涯
に
わ
た

る
心
の
健
康
づ
く
り
の
必
要
性
が

叫
ば
れ
て
い
ま
す
。

ス
ト
レ
ス
と
上
手
に

付
き
合
お
う

日
々
の
暮
ら
し
の
中
に
ス
ト
レ

ス
は
必
ず
つ
い
て
ま
わ
る
も
の
。

心
の
健
康
を
保
つ
た
め
に
は
、
ま

ず
ス
ト
レ
ス
に
気
づ
き
早
め
に
解

消
し
ま
し
ょ
う
。
そ
の
た
め
に
は

自
分
の
ス
ト
レ
ス
解
消
法
、
気
分

転
換
法
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

日
ご
ろ
か
ら
、
心
身
を
リ
ラ
ッ
ク

ス
さ
せ
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
ま

た
、
仕
事
な
ど
の
疲
れ
を
取
る
に

は
ゴ
ロ
寝
だ
け
で
は
不
十
分
で

す
。
ス
ポ
ー
ツ
や
趣
味
を
楽
し
む

な
ど
の
積
極
的
休
養
が
必
要
で

す
。栄

養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生

活
、
良
質
か
つ
十
分
な
睡
眠
は
、

一
日
の
疲
れ
を
と
り
翌
日
か
ら
の

活
力
の
源
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

ち
ょ
っ
と
し
た
遊
び
心
、
お
し
ゃ

れ
心
な
ど
も
日
常
生
活
に
潤
い
を

持
た
せ
ま
す
。

そ
し
て
、
生
き
が
い
や
ま
わ
り

の
人
た
ち
と
の
円
滑
な
人
間
関
係

は
、
生
涯
に
わ
た
る
心
の
健
康
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
上
で
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
も
の
と
い
え
ま

す
。
特
に
、
心
の
問
題
が
生
じ
た

場
合
に
は
ま
わ
り
の
人
の
サ
ポ
ー

ト
は
必
須
と
い
え
ま
す
。

交
流
会
・
講
演
会
に

積
極
的
な
参
加
を

近
年
、
本
町
で
は
自
殺
者
数
が

が
急
激
に
増
加
し
て
お
り
、
県
の

心
の
健
康
づ
く
り
モ
デ
ル
自
治
体

に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
で
も
、
六
十
歳
以
上
の
高
齢

者
に
老
人
性
う
つ
病
や
、
と
じ
こ

も
り
、
痴
呆
な
ど
心
の
病
を
抱
え

て
い
る
人
が
多
い
状
況
で
す
。

町
で
は
、そ
の
予
防
策
と
し
て
、

「
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
交
流
会
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
の
交
流
会
は
、
家
に
引
き
こ

も
り
が
ち
な
高
齢
者
の
生
き
が
い

づ
く
り
を
支
援
し
、
高
齢
者
同
士

交
流
を
深
め
よ
う
と
町
内
八
地
区

で
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

二
月
二
十
一
日
に
玉
米
会
館
で

行
わ
れ
た
交
流
会
で
は
、
町
保
健

師
に
よ
る
血
圧
測
定
と
個
別
相
談

の
後
、
元
桂
城
短
期
大
学
教
授
の

佐
藤
美
智
子
氏
が
「
ら
く
ら
く
健

康
づ
く
り
の
実
践
編
」
と
題
し
、

ゲ
ー
ム
や
紙
芝
居
、
軽
体
操
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。

佐
藤
氏
は
「
高
齢
者
が
心
の
病

に
陥
る
の
を
防
ぐ
た
め
、
元
気
な

う
ち
に
し
て
お
く
準
備
は
①
使
え

る
お
金
の
準
備
②
人
間
関
係
の
準

備
③
喪
失
に
耐
え
る
準
備
④
元
気

の
準
備
の
四
つ
。
ま
た
、
心
の
健

康
づ
く
り
に
は
、
い
ろ
ん
な
も
の

に
興
味
を
持
っ
て
、
好
き
に
な
る

こ
と
が
大
切
」
と
話
し
ま
し
た
。

町
で
は
、
こ
う
い
っ
た
交
流
会

の
ほ
か
、
講
演
会
の
実
施
や
資
料

の
提
供
な
ど
、
町
民
の
み
な
さ
ん

の
心
の
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
積
極
的

に
参
加
・
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
町
民
福
祉
課
で
は
、
年

齢
、
性
別
を
問
わ
ず
、
ス
ト
レ
ス

や
悩
み
を
抱
え
て
い
る
み
な
さ
ん

の
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

「
誰
に
も
相
談
で
き
な
い
」
と
一

人
で
抱
え
込
ま
ず
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
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▲ストレスと上手につき合い、いきいきとしたシルバーライフを
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問
い
合
わ
せ

町
民
福
祉
課
�
６
９
ー
２
１
１
７

私
た
ち
現
代
人
は
、
体
の
疲
労
よ
り
も
心
の
疲
労
の
方
が
多
く
を

占
め
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
の
世
の
中
、
ス
ト
レ
ス
を
全
く
感

じ
て
い
な
い
人
は
、
ほ
と
ん
ど
い
な
い
と
い
え
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
ス
ト
レ
ス
と
上
手
に
つ
き
あ
う
こ
と
は
、
心
の
健
康
に
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
自
分
な
り
の
ス
ト
レ
ス
解
消
法
を

見
つ
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。



今
年
最
初
の
子
牛
市
場
が
二
月

九
日
、
本
荘
市
の
広
域
由
利
家
畜

市
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
町
内
畜
産
農
家
の
皆

さ
ん
が
日
ご
ろ
手
塩
に
か
け
た
牛

を
上
場
、
ま
た
県
内
外
か
ら
約
百

二
十
人
の
関
係
者
や
購
買
者
が
セ

リ
に
参
加
し
ま
し
た
。

購
買
者
は
、
血
統
や
体
型
、
発

育
度
な
ど
を
一
頭
一
頭
入
念
に
チ

ェ
ッ
ク
。
上
場
さ
れ
た
四
百
四
頭

の
う
ち
四
百
頭
の
売
買
が
成
立
し

ま
し
た
。

本
町
か
ら
は
八
十
一
頭
の
子
牛

が
上
場
さ
れ
、
七
十
九
頭
の
売
買

が
成
立
。
一
頭
当
た
り
の
平
均
価

格
が
四
十
三
万
三
千
九
百
九
十
六

円
と
、
昨
年
の
初
セ
リ
と
比
較
す

る
と
約
四
十
二
�
も
上
昇
し
ま
し

た
。ま

た
平
均
価
格
は
去
勢
、
雌
そ

れ
ぞ
れ
四
十
六
万
三
千
七
百
八
十

円
、
三
十
九
万
二
千
四
百
七
十
七

円
。
最
高
価
格
は
去
勢
、
雌
そ
れ

ぞ
れ
五
十
五
万
七
千
五
百
五
十

円
、
六
十
四
万
五
百
円
で
し
た
。

全
体
的
に
上
向
き
傾
向
だ
っ
た

今
年
度
の
結
果
に
つ
い
て
、
関
係

者
は
「
Ｂ
Ｓ
Ｅ
問
題
の
騒
動
は
ほ

ぼ
払
拭
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
」
と
話
し
て
お
り
、
畜
産
農
家

の
皆
さ
ん
も
安
堵
の
表
情
を
見
せ

て
い
ま
し
た
。

※
二
月
市
場
の
詳
し
い
情
報
は
十

一
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
女
性
の
た
め
の
さ
わ
や
か
講

座
」
が
二
月
十
四
日
、
有
鄰
館
で

行
わ
れ
、
町
内
の
主
婦
や
女
性
団

体
の
会
員
な
ど
約
百
三
十
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
女
性
と
介

護
」。
今
も
な
お
、
女
性
が
親
や

夫
の
介
護
を
す
る
の
は
当
然
と
考

え
ら
れ
、
介
護
地
獄
に
陥
る
女
性

が
後
を
絶
た
な
い
現
実
を
見
つ
め

直
し
、
そ
れ
に
負
け
な
い
心
の
あ

り
方
を
模
索
し
よ
う
と
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

講
座
で
は
、
秋
田
県
生
涯
学
習

講
師
の
澤
井
輝
子
氏
が
「『
人
生
、

楽
し
く
輝
い
て
』
〜
女
性
の
生
き

方
、
あ
り
方
〜
ち
ょ
っ
と
…
い
い

話
」
と
題
し
て
講
演
。
自
身
の
介

護
経
験
を
笑
い
を
交
え
な
が
ら
紹

介
し
「『
自
分
だ
け
が
正
し
い
』

『
自
分
が
や
ら
な
け
れ
ば
』
と
い

う
思
い
込
み
を
捨
て
、家
族
同
士
、

心
の
内
を
素
直
に
表
現
し
合
い
、

受
け
入
れ
合
え
る
雰
囲
気
を
つ
く

る
こ
と
が
大
切
」
と
楽
し
く
前
向

き
に
介
護
に
取
り
組
む
こ
と
の
必

要
性
を
訴
え
ま
し
た
。

講
演
の
最
後
に
は
、
講
師
自
ら

が
音
頭
を
取
り
、
全
員
で
歌
や
踊

り
を
楽
し
み
、
参
加
者
は
す
が
す

が
し
い
笑
顔
で
会
場
を
後
に
し
ま

し
た
。
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高
値
の
ス
タ
ー
ト
に
�

　
　
　
　
畜
産
農
家
も
一
安
心
�

昨年に比べ、12万8千円の上昇

▲高値でスタートした子牛市場

▲笑いにあふれた澤井氏の講演

▲講演の最後には楽しい踊りも

ス
ト
レ
ス
と
心
の
健
康

ス
ト
レ
ス
社
会
と
い
わ
れ
る
現

在
、
私
た
ち
は
、
家
庭
、
職
場
、

学
校
、
地
域
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま

な
ス
ト
レ
ス
を
う
け
て
生
活
し
て

お
り
、
そ
の
影
響
は
ち
ょ
っ
と
し

た
身
体
的
不
調
、
心
身
症
あ
る
い

は
行
動
の
変
化
と
し
て
現

れ
ま
す
。

多
く
の
場
合
休
養
に
よ

り
改
善
し
ま
す
が
、
ス
ト

レ
ス
が
急
激
で
大
き
か
っ

た
り
、
慢
性
的
に
続
い
た

り
す
る
と
、
時
に
う
つ
病

な
ど
の
心
の
病
を
引
き
起

こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

生
活
上
の
悩
み
、
人
間

関
係
の
歪
み
、
環
境
の
変

化
、
仕
事
の
過
労
や
高
齢

者
に
お
け
る
孤
独
は
こ
れ

ら
の
ス
ト
レ
ス
と
し
て
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
も
の
と

い
え
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
ス
ト
レ
ス

病
と
も
い
え
る
う
つ
病
は

自
殺
と
い
う
痛
ま
し
い
結
果
を
招

く
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
中
で
、
健
や
か
で
心
豊
か
な
人

生
を
送
る
た
め
に
、
現
在
、
ス
ト

レ
ス
対
策
も
含
め
た
生
涯
に
わ
た

る
心
の
健
康
づ
く
り
の
必
要
性
が

叫
ば
れ
て
い
ま
す
。

ス
ト
レ
ス
と
上
手
に

付
き
合
お
う

日
々
の
暮
ら
し
の
中
に
ス
ト
レ

ス
は
必
ず
つ
い
て
ま
わ
る
も
の
。

心
の
健
康
を
保
つ
た
め
に
は
、
ま

ず
ス
ト
レ
ス
に
気
づ
き
早
め
に
解

消
し
ま
し
ょ
う
。
そ
の
た
め
に
は

自
分
の
ス
ト
レ
ス
解
消
法
、
気
分

転
換
法
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

日
ご
ろ
か
ら
、
心
身
を
リ
ラ
ッ
ク

ス
さ
せ
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
ま

た
、
仕
事
な
ど
の
疲
れ
を
取
る
に

は
ゴ
ロ
寝
だ
け
で
は
不
十
分
で

す
。
ス
ポ
ー
ツ
や
趣
味
を
楽
し
む

な
ど
の
積
極
的
休
養
が
必
要
で

す
。栄

養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生

活
、
良
質
か
つ
十
分
な
睡
眠
は
、

一
日
の
疲
れ
を
と
り
翌
日
か
ら
の

活
力
の
源
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

ち
ょ
っ
と
し
た
遊
び
心
、
お
し
ゃ

れ
心
な
ど
も
日
常
生
活
に
潤
い
を

持
た
せ
ま
す
。

そ
し
て
、
生
き
が
い
や
ま
わ
り

の
人
た
ち
と
の
円
滑
な
人
間
関
係

は
、
生
涯
に
わ
た
る
心
の
健
康
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
上
で
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
も
の
と
い
え
ま

す
。
特
に
、
心
の
問
題
が
生
じ
た

場
合
に
は
ま
わ
り
の
人
の
サ
ポ
ー

ト
は
必
須
と
い
え
ま
す
。

交
流
会
・
講
演
会
に

積
極
的
な
参
加
を

近
年
、
本
町
で
は
自
殺
者
数
が

が
急
激
に
増
加
し
て
お
り
、
県
の

心
の
健
康
づ
く
り
モ
デ
ル
自
治
体

に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
で
も
、
六
十
歳
以
上
の
高
齢

者
に
老
人
性
う
つ
病
や
、
と
じ
こ

も
り
、
痴
呆
な
ど
心
の
病
を
抱
え

て
い
る
人
が
多
い
状
況
で
す
。

町
で
は
、そ
の
予
防
策
と
し
て
、

「
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
交
流
会
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
の
交
流
会
は
、
家
に
引
き
こ

も
り
が
ち
な
高
齢
者
の
生
き
が
い

づ
く
り
を
支
援
し
、
高
齢
者
同
士

交
流
を
深
め
よ
う
と
町
内
八
地
区

で
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

二
月
二
十
一
日
に
玉
米
会
館
で

行
わ
れ
た
交
流
会
で
は
、
町
保
健

師
に
よ
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血
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測
定
と
個
別
相
談

の
後
、
元
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短
期
大
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の

佐
藤
美
智
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が
「
ら
く
ら
く
健

康
づ
く
り
の
実
践
編
」
と
題
し
、

ゲ
ー
ム
や
紙
芝
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、
軽
体
操
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。

佐
藤
氏
は
「
高
齢
者
が
心
の
病

に
陥
る
の
を
防
ぐ
た
め
、
元
気
な

う
ち
に
し
て
お
く
準
備
は
①
使
え

る
お
金
の
準
備
②
人
間
関
係
の
準

備
③
喪
失
に
耐
え
る
準
備
④
元
気

の
準
備
の
四
つ
。
ま
た
、
心
の
健

康
づ
く
り
に
は
、
い
ろ
ん
な
も
の

に
興
味
を
持
っ
て
、
好
き
に
な
る

こ
と
が
大
切
」
と
話
し
ま
し
た
。

町
で
は
、
こ
う
い
っ
た
交
流
会

の
ほ
か
、
講
演
会
の
実
施
や
資
料

の
提
供
な
ど
、
町
民
の
み
な
さ
ん

の
心
の
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
積
極
的

に
参
加
・
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
町
民
福
祉
課
で
は
、
年

齢
、
性
別
を
問
わ
ず
、
ス
ト
レ
ス

や
悩
み
を
抱
え
て
い
る
み
な
さ
ん

の
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

「
誰
に
も
相
談
で
き
な
い
」
と
一

人
で
抱
え
込
ま
ず
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
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私
た
ち
現
代
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は
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体
の
疲
労
よ
り
も
心
の
疲
労
の
方
が
多
く
を

占
め
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
の
世
の
中
、
ス
ト
レ
ス
を
全
く
感

じ
て
い
な
い
人
は
、
ほ
と
ん
ど
い
な
い
と
い
え
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
ス
ト
レ
ス
と
上
手
に
つ
き
あ
う
こ
と
は
、
心
の
健
康
に
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
自
分
な
り
の
ス
ト
レ
ス
解
消
法
を

見
つ
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
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Ｂ
Ｓ
Ｅ
（
牛
海
綿
状
脳
症
）
問
題
や
食
品

の
偽
造
表
示
な
ど
、
食
品
の
安
全
性
に
対
す

る
消
費
者
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
中
、
町

で
は
新
鮮
で
安
全
な
地
場
の
農
畜
産
物
を
地

域
住
民
に
提
供
し
よ
う
と
地
場
産
物
消
費
拡

大
推
進
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
町
内
の
小
中
学
校
の

給
食
で
子
ど
も
た
ち
に
地
場
産
農
畜
産
物
を

食
べ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、
二
月
十
九
日

に
は
、
小
松
久
男
助
役
と
産
業
課
職
員
が
地

場
農
産
物
の
良
さ
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
中
学
校

を
訪
問
し
ま
し
た
。
当
日
の
給
食
で
は
ハ
ン

バ
ー
グ
、
ご
飯
、
温
野
菜
、
か
き
卵
ス
ー
プ
、

リ
ン
ゴ
な
ど
地
元
の
食
材
で
作
っ
た
料
理
が

出
さ
れ
、
生
徒
た
ち
は
お
い
し
そ
う
に
平
ら

げ
て
い
ま
し
た
。

▲安全でおいしい給食を平らげる生徒たち

加
、
観
客
、
関
係
者
な
ど
合
わ
せ
約
三
百
人

が
会
場
に
詰
め
掛
け
ま
し
た
。

快
晴
の
空
の
下
、
雪
も
柔
ら
か
く
雪

上
野
球
に
は
絶
好
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ン
。
試
合
で
は
、
こ
の
大
会
の
特
別
ル

ー
ル
で
あ
る
ヘ
ッ
ド
ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ

に
観
客
か
ら
拍
手
が
起
こ
っ
た
ほ
か
、

選
手
が
雪
に
足
を
取
ら
れ
て
転
倒
す
る

な
ど
珍
プ
レ
ー
が
出
る
た
び
に
笑
い
が

起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

参
加
者
ら
は
、
汗
だ
く
に
な
り
な
が

ら
白
銀
の
球
場
を
駆
け
回
り
、
東
由
利

の
冬
の
風
物
詩
と
な
っ
た
雪
上
野
球
を

楽
し
み
ま
し
た
。

大
会
結
果
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

優
　
勝
　
大
森
ク
ラ
ブ
（
大
森
町
）

準
優
勝
　
ポ
パ
イ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
東
由
利
町
）

地
場
産
物
消
費
拡
大
推
進
事
業

▲見よう見まねで茶道にチャレンジす
る児童ら

地
域
の
人
々
と
交
流
を
深
め
、
日
本
文
化

を
体
験
し
よ
う
と
、
高
瀬
小
学
校
の
六
年
生

が
茶
道
体
験
学
習
を
二
月
十
九
日
、
泉
秀
寺

で
行
い
ま
し
た
。

初
め
て
茶
道
を
体
験
し
た
児
童
ら
は
、
茶

道
裏
千
家
教
授
・
五
十
嵐
宗
美
（
恵
美
子
）

さ
ん
か
ら
丁
寧
に
指
導
を
受
け
る
と
、
見
よ

う
見
ま
ね
で
お
茶
の
作
法
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。

み
ん
な
で
お
茶
や
和
菓
子
を
お
い
し
く
い
た

だ
き
ま
し
た
。

「
２
０
０
３
雪
上
野
球
Ｗ
杯
東
由
利
大
会
」

が
二
月
二
十
三
日
、
勤
労
者
野
球
場
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
東
由
利
を
お
も
し
ろ
く
す

る
会
（
小
野
克
弘
会
長
）
が
「
雪
に
親
し
み
、

冬
を
楽
し
も
う
」
と
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の

で
す
。
本
町
で
は
平
成
四
年
に
「
全
県
選
抜

雪
上
野
球
東
由
利
大
会
」
の
名
称
で
初
め
て

行
わ
れ
ま
し
た
が
、
第
十
一
回
の
昨
年
か
ら
、

世
界
で
開
催
し
て
い
る
の
は
本
町
だ
け
と
い

う
こ
と
か
ら
「
雪
上
野
球
Ｗ
杯
東
由
利
大
会
」

と
名
称
を
変
え
、
今
年
で
二
回
目
と
な
り
ま

す
。今

年
は
、
町
内
外
か
ら
十
七
チ
ー
ム
が
参

高
瀬
小
茶
道
体
験
学
習

２
０
０
３
雪
上
野
球
Ｗ
杯
東
由
利
大
会▲名物のヘッドスライディング

▲接戦を繰り広げる各チーム
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雪
上
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
が
二
月
十
六

日
、
東
由
利
町
役
場
構
内
で
開
催
さ
れ
、
約

八
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
八
塩
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
が

使
え
な
い
冬
で
も
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を
楽
し
も

う
と
町
内
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
愛
好
者
が
企

画
・
開
催
し
た
も
の
で
す
。

参
加
者
は
、
慣
れ
な
い
雪
上
で
の
プ
レ
ー

に
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
も
、
子
ど
も
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
楽
し
そ
う
に
交
流
を
深
め
て
い

ま
し
た
。

雪
上
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

会
」
が
二
月
九
日
、
大
平
ス
キ
ー
場
で
開
催

さ
れ
、
町
内
外
の
ス
キ
ー
ヤ
ー
約
三
十
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

大
会
の
ル
ー
ル
は
、
決
め
ら
れ
た
コ
ー
ス

を
何
秒
で
滑
る
か
事
前
に
自
己
申
告
し
、
実

際
に
滑
っ
た
タ
イ
ム
と
申
告
タ
イ
ム
の
差
の

小
さ
さ
を
競
う
と
い
う
も
の
。
小
学
生
か
ら

大
人
ま
で
、
一
緒
に
タ
イ
ム
を
競
い
合
い
ま

し
た
。

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

一
位
　
佐
々
木
隼
人
（
軽
井
沢
小
六
年
・
羽

後
町
）、
二
位
　
長
沼
将
馬
（
東
由
利
中
一

年
・
新
町
）、
三
位
　
鈴
木
寿
（
大
森
町
）

大

平

ス

キ

ー

大

会

東
由
利
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
（
石
綿
喜
代
隆
会

長
）
が
主
催
す
る
「
第
五
回
大
平
ス
キ
ー
大▲タイムチャレンジに参加するスキーヤー▲子どもからお年寄りまでみんなが楽し

んだ雪上パークゴルフ

地
域
の
輪
と
親
子
の
触
れ
合
い
を
深
め
よ

う
と
、
蔵
分
館
が
主
催
す
る
「
第
二
十
六
回

冬
ま
つ
り
っ
こ
」
が
二
月
二
日
、
大
蔵
館
を

主
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
親
子
や
家
族
連
れ
な
ど
約
二
百

人
が
参
加
。
凧
あ
げ
や
餅
つ
き
、
地
域
住
民

に
よ
る
工
芸
品
や
芸
術
文
化
作
品
展
の
ほ

か
、
仁
賀
保
町
ウ
イ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
吹

奏
楽
団
に
よ
る
演
奏
会
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
イ

ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
ま
つ
り
に
訪
れ
た
人
た

ち
は
冬
の
ひ
と
と
き
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

蔵
分
館
冬
ま
つ
り
っ
こ

と
、
合
併
を
語
る
会
（
小
松
豊
代
表
）
が
主

催
し
た
も
の
で
す
。

当
日
は
、
地
域
住
民
八
十
人
ほ
ど
が
出
席
。

合
併
協
議
に
係
る
こ
れ
ま
で
の
経
過
に
つ
い

て
町
長
か
ら
説
明
を
受
け
た
後
、
懇
談
に
入

り
ま
し
た
。

出
席
者
か
ら
は
、
▽
地
域
住
民
の
声
が
届

く
仕
掛
け
・
仕
組
み
づ
く
り
▽
合
併
後
、
地

域
振
興
に
役
立
て
ら
れ
る
よ
う
な
町
有
林
の

活
用
策
▽
一
市
七
町
で
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
産

業
振
興
施
策
の
推
進
▽
新
市
建
設
計
画
策
定

に
当
た
っ
て
の
東
由
利
の
地
域
づ
く
り
の
方

向
▽
合
併
協
議
会
の
情
報
公
開
対
応
―
等
、

二
時
間
余
り
に
わ
た
っ
て
活
発
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

玉
米
地
区
合
併
を
語
る
会

市
町
合
併
を
語
る
玉
米
地
区
集
会
が
二
月

九
日
、
玉
米
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
集
会
は
、
地
域
住
民
自
ら
が
主
体
性
を

持
っ
て
合
併
問
題
に
つ
い
て
町
長
と
意
見
交

換
し
、
よ
り
よ
い
地
域
づ
く
り
を
目
指
そ
う▲活発な意見交換を行う地域住民▲寒さも忘れて餅つきを楽しむ参加者
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Ｂ
Ｓ
Ｅ
（
牛
海
綿
状
脳
症
）
問
題
や
食
品

の
偽
造
表
示
な
ど
、
食
品
の
安
全
性
に
対
す

る
消
費
者
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
中
、
町

で
は
新
鮮
で
安
全
な
地
場
の
農
畜
産
物
を
地

域
住
民
に
提
供
し
よ
う
と
地
場
産
物
消
費
拡

大
推
進
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
町
内
の
小
中
学
校
の

給
食
で
子
ど
も
た
ち
に
地
場
産
農
畜
産
物
を

食
べ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、
二
月
十
九
日

に
は
、
小
松
久
男
助
役
と
産
業
課
職
員
が
地

場
農
産
物
の
良
さ
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
中
学
校

を
訪
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ま
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た
。
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給
食
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ハ
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グ
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飯
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菜
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、

リ
ン
ゴ
な
ど
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の
食
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作
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た
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理
が
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さ
れ
、
生
徒
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は
お
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し
そ
う
に
平
ら

げ
て
い
ま
し
た
。
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加
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観
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、
関
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約
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掛
け
ま
し
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。

快
晴
の
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下
、
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も
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ら
か
く
雪

上
野
球
に
は
絶
好
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ン
。
試
合
で
は
、
こ
の
大
会
の
特
別
ル

ー
ル
で
あ
る
ヘ
ッ
ド
ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ

に
観
客
か
ら
拍
手
が
起
こ
っ
た
ほ
か
、

選
手
が
雪
に
足
を
取
ら
れ
て
転
倒
す
る

な
ど
珍
プ
レ
ー
が
出
る
た
び
に
笑
い
が

起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

参
加
者
ら
は
、
汗
だ
く
に
な
り
な
が

ら
白
銀
の
球
場
を
駆
け
回
り
、
東
由
利

の
冬
の
風
物
詩
と
な
っ
た
雪
上
野
球
を

楽
し
み
ま
し
た
。

大
会
結
果
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

優
　
勝
　
大
森
ク
ラ
ブ
（
大
森
町
）

準
優
勝
　
ポ
パ
イ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
東
由
利
町
）

地
場
産
物
消
費
拡
大
推
進
事
業

▲見よう見まねで茶道にチャレンジす
る児童ら

地
域
の
人
々
と
交
流
を
深
め
、
日
本
文
化

を
体
験
し
よ
う
と
、
高
瀬
小
学
校
の
六
年
生

が
茶
道
体
験
学
習
を
二
月
十
九
日
、
泉
秀
寺

で
行
い
ま
し
た
。

初
め
て
茶
道
を
体
験
し
た
児
童
ら
は
、
茶

道
裏
千
家
教
授
・
五
十
嵐
宗
美
（
恵
美
子
）

さ
ん
か
ら
丁
寧
に
指
導
を
受
け
る
と
、
見
よ

う
見
ま
ね
で
お
茶
の
作
法
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。

み
ん
な
で
お
茶
や
和
菓
子
を
お
い
し
く
い
た

だ
き
ま
し
た
。

「
２
０
０
３
雪
上
野
球
Ｗ
杯
東
由
利
大
会
」

が
二
月
二
十
三
日
、
勤
労
者
野
球
場
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
東
由
利
を
お
も
し
ろ
く
す

る
会
（
小
野
克
弘
会
長
）
が
「
雪
に
親
し
み
、

冬
を
楽
し
も
う
」
と
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の

で
す
。
本
町
で
は
平
成
四
年
に
「
全
県
選
抜

雪
上
野
球
東
由
利
大
会
」
の
名
称
で
初
め
て

行
わ
れ
ま
し
た
が
、
第
十
一
回
の
昨
年
か
ら
、

世
界
で
開
催
し
て
い
る
の
は
本
町
だ
け
と
い

う
こ
と
か
ら
「
雪
上
野
球
Ｗ
杯
東
由
利
大
会
」

と
名
称
を
変
え
、
今
年
で
二
回
目
と
な
り
ま

す
。今

年
は
、
町
内
外
か
ら
十
七
チ
ー
ム
が
参

高
瀬
小
茶
道
体
験
学
習

２
０
０
３
雪
上
野
球
Ｗ
杯
東
由
利
大
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タ
イ
ム
と
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の
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の
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を
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う
と
い
う
も
の
。
小
学
生
か
ら

大
人
ま
で
、
一
緒
に
タ
イ
ム
を
競
い
合
い
ま

し
た
。

大
会
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果
は
次
の
と
お
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で
す
。（
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称
略
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一
位
　
佐
々
木
隼
人
（
軽
井
沢
小
六
年
・
羽

後
町
）、
二
位
　
長
沼
将
馬
（
東
由
利
中
一

年
・
新
町
）、
三
位
　
鈴
木
寿
（
大
森
町
）

大

平

ス

キ
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大

会

東
由
利
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
（
石
綿
喜
代
隆
会

長
）
が
主
催
す
る
「
第
五
回
大
平
ス
キ
ー
大▲タイムチャレンジに参加するスキーヤー▲子どもからお年寄りまでみんなが楽し

んだ雪上パークゴルフ

地
域
の
輪
と
親
子
の
触
れ
合
い
を
深
め
よ

う
と
、
蔵
分
館
が
主
催
す
る
「
第
二
十
六
回

冬
ま
つ
り
っ
こ
」
が
二
月
二
日
、
大
蔵
館
を
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会
場
に
行
わ
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ま
し
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。

当
日
は
、
親
子
や
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族
連
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な
ど
約
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が
参
加
。
凧
あ
げ
や
餅
つ
き
、
地
域
住
民

に
よ
る
工
芸
品
や
芸
術
文
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作
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展
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、
仁
賀
保
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ウ
イ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
吹

奏
楽
団
に
よ
る
演
奏
会
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
イ

ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
ま
つ
り
に
訪
れ
た
人
た

ち
は
冬
の
ひ
と
と
き
を
楽
し
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で
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ま
し
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。
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と
、
合
併
を
語
る
会
（
小
松
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代
表
）
が
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も
の
で
す
。

当
日
は
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住
民
八
十
人
ほ
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が
出
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。

合
併
協
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に
係
る
こ
れ
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の
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て
町
長
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説
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を
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後
、
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ま
し
た
。

出
席
者
か
ら
は
、
▽
地
域
住
民
の
声
が
届

く
仕
掛
け
・
仕
組
み
づ
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り
▽
合
併
後
、
地
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に
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る
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の
情
報
公
開
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等
、

二
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間
余
り
に
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っ
て
活
発
な
意
見
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が
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れ
ま
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た
。
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地
区
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会
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玉
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地
区
集
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が
二
月
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、
玉
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で
開
催
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。

こ
の
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持
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て
合
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問
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に
つ
い
て
町
長
と
意
見
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し
、
よ
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を
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葉枯し材含む

〃

木
材
共
販
市
況

径　　　級 単　価（石） 備　　考

直材36cm上

24～34cm

14～22cm

13cm下

曲　り　材

3,696～4,017

2,743～2,904

各径級とも順調な売行き。ただし単価はやや弱含む。

（
平
成
十
五
年
二
月
・
平
均
価
格
）

四
十
五
年
生
〜
五
十
五
年
生

二
月
家
畜
市
場

東由利・成立
区　分
去　勢
雌
全　体

最高価格

頭数
46
33
79

平均体重
306kg
280kg
295kg

平均価格
463,780円
392,477円
433,996円

kg当単価
1,446円
1,334円
1,402円

去　勢
雌

金　額
557,550円
640,500円

父
平茂勝
北国7の8

母の父
北国7の8
福谷１

母の祖父
福谷１
益　美

ス
ギ
花
粉
症
は
、
春
に
ス
ギ
の

雄
花
か
ら
飛
散
す
る
花
粉
に
よ
っ

て
起
こ
る
ア
レ
ル
ギ
ー
性
疾
患
で

す
。
近
年
、
花
粉
症
の
患
者
は
急

激
に
増
加
し
て
お
り
、
全
国
で
一

千
三
百
万
人
に
も
の
ぼ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ス
ギ
花
粉
症
は
栃
木
県
日

光
市
で
最
初
に
発
見
さ
れ
、
昭
和

三
十
九
年
に
初
め
て
報
告
さ
れ
た

日
本
特
有
の
花
粉
症
で
す
。

な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
花
粉
症

患
者
が
増
え
て
き
た
の
で
し
ょ
う

か
。
そ
の
原
因
と
し
て
は
、
戦
後

に
植
林
し
た
花
粉
を
た
く
さ
ん
飛

ば
す
樹
齢
の
ス
ギ
林
が
増
加
し
て

き
た
こ
と
や
食
生
活
の
変
化
に
よ

る
体
質
の
変
化
の
ほ
か
、
大
気
汚

染
物
質
や
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
排
出
微

粒
子
の
関
与
が
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。全

国
的
な
花
粉
症
の
シ
ー
ズ
ン

到
来
に
と
も
な
い
、
日
本
気
象
協

会
や
研
究
機
関
な
ど
が
示
す
花
粉

情
報
に
よ
る
と
、
東
北
、
北
海
道
、

九
州
は
花
粉
飛
散
量
が
少
な
い
も

の
の
、
関
東
、
近
畿
、
関
西
は
例

年
以
上
の
花
粉
飛
散
量
が
あ
る
と

予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
町
林
業
懇
話
会
長

佐
藤
恒
悦
氏
）
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4月13日（日）は�
　　秋田県議会議員一般選挙の投票日です�

〔告示日は4月4日（金）〕�

こ
れ
ま
で
の
制
度
で
は
、
窓
口

で
の
患
者
の
負
担
割
合
が
、
国
民

健
康
保
険
は
三
割
、
健
康
保
険

（
被
用
者
保
険
）
は
本
人
と
家
族

入
院
が
二
割
、
家
族
外
来
が
三
割

と
バ
ラ
バ
ラ
で
し
た
。
今
回
の
改

正
に
よ
り
、
国
民
健
康
保
険
も
健

康
保
険
も
と
も
に
、
本
人
・
家
族

（
三
歳
以
上
）
の
窓
口
で
の
負
担

は
三
割
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
改
正
で
は
、
三
歳
未
満

の
医
療
費
は
二
割
、
七
十
歳
以
上

は
一
割
（
一
定
以
上
所
得
者
は
二

割
）
と
、
世
代
別
で
窓
口
負
担
の

統
一
化
を
図
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら

に
つ
い
て
は
、
平
成
十
四
年
十
月

か
ら
既
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
我
が
国
の
医
療
保
険
制

度
で
は
、
患
者
負
担
が
著
し
く
大

き
く
な
ら
な
い
よ
う
、
患
者
負
担

に
は
一
定
の
歯
止
め
（
自
己
負
担

限
度
額
）が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
上
限
に
つ
い
て
も
見
直
し
が

行
わ
れ
ま
し
た
が
（
平
成
十
四
年

十
月
実
施
）、
所
得
の
低
い
方
に

対
し
て
は
、
限
度
額
を
据
え
置
く

な
ど
の
配
慮
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

窓
口
で
の
三
割
負
担
の
統
一
に

併
せ
て
、
こ
れ
ま
で
医
療
機
関
で

薬
の
処
方
を
受
け
た
と
き
に
、
別

途
支
払
っ
て
い
た
薬
剤
費
の
一
部

負
担
が
な
く
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
健
康
保
険
（
被
用

者
保
険
）
の
保
険
料
は
月
々
の
給

料
で
計
算
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

改
正
後
は
ボ
ー
ナ
ス
も
含
め
た
総

報
酬
で
計
算
さ
れ
ま
す
。
政
府
管

掌
健
康
保
険
の
場
合
、
保
険
料
率

は
、
従
来
の
月
収
ベ
ー
ス
で
八
・

五
�
（
労
使
折
半
）
か
ら
総
報
酬

ベ
ー
ス
で
八
・
二
�（
労
使
折
半
）

に
な
り
ま
す
。
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平成15年4月から健康保険の窓口負担も3割に�

病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
、
だ
れ
で
も
保
険
証
を
提
示
し
て
、
医
療
費

の
一
部
を
負
担
す
る
だ
け
で
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
―
。
医
療

保
険
が
あ
る
お
か
げ
で
、
私
た
ち
は
高
額
な
医
療
費
の
負
担
を
せ
ず
に
、

安
心
し
て
医
療
機
関
に
か
か
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
う
し
た
日
本
の

医
療
保
険
制
度
は
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
関
）
で
も
世
界
第
一
位
と

評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
、
少
子
高
齢
化
が
進
む
な
か
、
こ

の
医
療
保
険
制
度
は
、
財
政
的
な
危
機
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

私
た
ち
が
将
来
に
わ
た
っ
て
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
た
め
に
、

医
療
保
険
制
度
の
改
革
が
行
わ
れ
、
平
成
十
四
年
十
月
と
平
成
十
五
年

四
月
の
二
段
階
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

将
来
に
わ
た
っ
て

安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

窓
口
で
の
負
担
割
合
が

世
代
別
に
統
一
化

薬
剤
費
の

一
部
負
担
が
廃
止

保
険
料
の
計
算
方
法
が

総
報
酬
制
に

70
歳
以
上�

1割�
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歳
以
上�

〔これまでの制度〕� 〔改正後〕�

一定以上�
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一般�
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外
来
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�
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3
〜
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歳
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未
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の

雄
花
か
ら
飛
散
す
る
花
粉
に
よ
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起
こ
る
ア
レ
ル
ギ
ー
性
疾
患
で

す
。
近
年
、
花
粉
症
の
患
者
は
急

激
に
増
加
し
て
お
り
、
全
国
で
一

千
三
百
万
人
に
も
の
ぼ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
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こ
の
ス
ギ
花
粉
症
は
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木
県
日

光
市
で
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に
発
見
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れ
、
昭
和

三
十
九
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に
初
め
て
報
告
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た

日
本
特
有
の
花
粉
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で
す
。

な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
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粉
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者
が
増
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の
で
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ょ
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か
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そ
の
原
因
と
し
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は
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戦
後

に
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た
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を
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ん
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林
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加
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と
や
食
生
活
の
変
化
に
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る
体
質
の
変
化
の
ほ
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、
大
気
汚

染
物
質
や
デ
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ゼ
ル
車
排
出
微

粒
子
の
関
与
が
注
目
さ
れ
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い
ま

す
。全

国
的
な
花
粉
症
の
シ
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ズ
ン

到
来
に
と
も
な
い
、
日
本
気
象
協

会
や
研
究
機
関
な
ど
が
示
す
花
粉

情
報
に
よ
る
と
、
東
北
、
北
海
道
、

九
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は
花
粉
飛
散
量
が
少
な
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も

の
の
、
関
東
、
近
畿
、
関
西
は
例

年
以
上
の
花
粉
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散
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あ
る
と

予
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い
ま
す
。

（
町
林
業
懇
話
会
長

佐
藤
恒
悦
氏
）

　林業�
 だより�

ス
ギ
花
粉
症

�と　き…3月9日(日) 8：30
�ところ…長坂稲荷神社
�内　容…梵天コンクール、奉納合戦

大内町産業課　�６５－２２１６

お と な り 情 報
～本荘由利の催物などを紹介します～

大内町から

長坂稲荷神社 梵天奉納祭

矢島町から

�と　き…3月23日(日) 9：30～15：00
�ところ…鳥海高原矢島スキー場
�内　容…スノーボードによるスノーパーク内の全アイテムでの

フリージャムセッション◇参加料２千円（当日３千円）
◇申込締切３月20日
矢島町企画商工観光課　�５５－４９５３

パークスタイルセッション

�と　き…3月9日(日) 受　付 9：30 開会式 9：45
�ところ…鳥海オコジョランドスキー場

鳥海オコジョランドスキー場　�５８－２９３２

鳥海町から

2003 全日本スキー連盟(SAJ)公認
級別テスト(バッヂテスト)

�と　き…3月30日(日) 受付 8：30 開会 15：00
�ところ…鳥海高原矢島スキー場
�内　容…スノーボードによるワンメイクジャンプ＆レールコン

テスト◇参加料２千円（当日３千円）◇申込締切３月
28日
矢島町企画商工観光課　�５５－４９５３

A－1CUP '03

4月13日（日）は�
　　秋田県議会議員一般選挙の投票日です�

〔告示日は4月4日（金）〕�

こ
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の
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、
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口

で
の
患
者
の
負
担
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合
が
、
国
民

健
康
保
険
は
三
割
、
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康
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険

（
被
用
者
保
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）
は
本
人
と
家
族

入
院
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割
、
家
族
外
来
が
三
割

と
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で
し
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に
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と
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未
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所
得
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と
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負
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統
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、
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に
つ
い
て
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、
平
成
十
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年
十
月

か
ら
既
に
実
施
さ
れ
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い
ま
す
。

ま
た
、
我
が
国
の
医
療
保
険
制

度
で
は
、
患
者
負
担
が
著
し
く
大

き
く
な
ら
な
い
よ
う
、
患
者
負
担

に
は
一
定
の
歯
止
め
（
自
己
負
担

限
度
額
）が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
上
限
に
つ
い
て
も
見
直
し
が

行
わ
れ
ま
し
た
が
（
平
成
十
四
年

十
月
実
施
）、
所
得
の
低
い
方
に

対
し
て
は
、
限
度
額
を
据
え
置
く

な
ど
の
配
慮
が
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れ
て
い
ま
す
。

窓
口
で
の
三
割
負
担
の
統
一
に

併
せ
て
、
こ
れ
ま
で
医
療
機
関
で

薬
の
処
方
を
受
け
た
と
き
に
、
別

途
支
払
っ
て
い
た
薬
剤
費
の
一
部

負
担
が
な
く
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
健
康
保
険
（
被
用

者
保
険
）
の
保
険
料
は
月
々
の
給

料
で
計
算
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

改
正
後
は
ボ
ー
ナ
ス
も
含
め
た
総

報
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で
計
算
さ
れ
ま
す
。
政
府
管

掌
健
康
保
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の
場
合
、
保
険
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率

は
、
従
来
の
月
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ス
で
八
・

五
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（
労
使
折
半
）
か
ら
総
報
酬

ベ
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で
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・
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労
使
折
半
）
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な
り
ま
す
。
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危
機
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

私
た
ち
が
将
来
に
わ
た
っ
て
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
た
め
に
、

医
療
保
険
制
度
の
改
革
が
行
わ
れ
、
平
成
十
四
年
十
月
と
平
成
十
五
年

四
月
の
二
段
階
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

将
来
に
わ
た
っ
て

安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

窓
口
で
の
負
担
割
合
が

世
代
別
に
統
一
化

薬
剤
費
の

一
部
負
担
が
廃
止

保
険
料
の
計
算
方
法
が

総
報
酬
制
に

70
歳
以
上�

1割�

70
歳
以
上�

〔これまでの制度〕� 〔改正後〕�

一定以上�
所得者�

一般�

平成14年10月実施�

2割�

1割�

■患者の窓口負担�

■自己負担限度額（平成14年10月改正後）�

70
歳
未
満
�

3割�

国民健康保険�健康保険�

2割�

3割�

2割�

外
来
�入
院
�

本
人
�

家
族
�
薬剤費の外来一部負担�

3
〜
69
歳
�3
歳
未
満
�

国民健康保険�健康保険�

3割（平成15年4月実施）�

2割（平成14年10月実施）�

廃止（平成15年4月実施）�

70歳未満� 70歳以上�
上位所得者�
一般�

住民税非課税�

一定以上所得者�
一般�

住民税非課税�

139,800円＋1％�
72,300円＋1％�

35,400円�
（改正後も据え置き）�

（Ⅰ）24,600円�
（Ⅱ）15,000円�

72,300円＋1％�
40,200円�

■保険料の見直し�
政府管掌健康保険の場合�

8.5％� 8.2％�

月給（12ヶ月分）� 月給（12ヶ月分）�ボーナス� ボーナス�
1％�

〔これまでの制度〕� 〔改正後〕�

※保険料率は労使折半となっており、被保険者の�
　負担はこの保険料の半分。�
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「
シ
ル
バ
ー
サ
ラ
ダ
」（
４
人
前
）

《
材
料
》
（
大
…
大
さ
じ
、
小
…
小
さ
じ
）

春
雨
20
ｇ
、
ニ
ン
ジ
ン
40
ｇ
、
卵
80
ｇ
、
ロ
ー
ス
ハ
ム
40
ｇ
、
キ
ャ
ベ
ツ
80
ｇ
、、

マ
ヨ
ネ
ー
ズ
大
３
強
、
塩
少
々
、
み
り
ん
小
２
弱

《
作
り
方
》

①
春
雨
は
ゆ
で
て
食
べ
や
す
い
長
さ
に
切
る

②
ニ
ン
ジ
ン
、
卵
は
ゆ
で
て
お
く

③
キ
ャ
ベ
ツ
は
せ
ん
切
り
に
し
塩
で
も
ん
で

お
く

④
野
菜
を
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
と
み
り
ん
で
和
え
る

《
ア
ド
バ
イ
ス
》

和
洋
問
わ
ず
何
に
で
も
合
わ
せ
や
す
い
献

立
と
い
え
ば
野
菜
サ
ラ
ダ
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
季
節
に
と
ら
わ
れ
な
い
食
材
を
使
っ

た
こ
ん
な
サ
ラ
ダ
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

（
小
松
保
健
婦
）

高　沢　　　匠くん高　沢　　　匠くん�
　　　（黒渕・１歳）　　　（黒渕・１歳）�
お父さん：　敦　さんお父さん：　敦　さん�
お母さん：孝　子さんお母さん：孝　子さん�
お話し：孝子さんお話し：孝子さん�

たくみたくみ�

高　沢　　　匠くん�
　　　（黒渕・１歳）�
お父さん：　敦　さん�
お母さん：孝　子さん�
お話し：孝子さん�

たくみ�

高　橋　奈
な

津
つ

美
み

さん（舘合新田・19歳）

―職業は
大東精機で働いています。

―趣味は
休日に買い物に行くことです。

―自分の性格は
ちょっと飽きっぽい性格です。

―理想のタイプは
一緒にいて落ち着く人。
―家族に一言
いつもわがまま言ってごめんなさい。これからも
お世話になります。
―東由利について一言
人の集まりやすい温かい所だと思います。

名前の由来は？
「豊かな感性と創造力、芸術的な才能などに恵まれることを願い
『匠』と付けました」
家族では誰が好き？
「おばあちゃんです。家族以外でも誰でもいいようで、病院に行
くと知らない人に抱かれていることがよくあり、こっちがびっく
りしてしまいます」
どんなふうに育ってほしい？
「見える病気を持って生まれてしまいました。外に出れば必ず何
かいわれるでしょうから、まずはこれだけ。「くじけない強い子」
になってほしいです」
お父さんとお母さんから匠くんへひとこと
「生まれて間もなくできた左目の血管腫のためずいぶん長く入院
しました。これからも完治するまで何年も治療が必要ですが、ど
んなことをしても治してあげたいです。もう一言。９月にはお兄
ちゃんになるよ。優しいお兄ちゃんになってね」

秋田社会保険事務局・社会保険事務所では、
国民年金保険料の納め忘れを防ぐ「口座振替」
をより多くの方にご利用していただくため、
「国民年金保険料口座振替促進キャンペーン」
を実施しています。
キャンペーン期間中に口座振替に新規加入さ

れた方の中から抽選で、社会保険関係施設の利
用権などを進呈します。
この機会に是非、安心・便利・確実な口座振

替をご利用ください。

※詳しくは県内各金融機関、社会保険事務所、
市町村に設置してある専用チラシをご覧いただ
くか、秋田社会保険事務局年金課（�018－
883－1659）へお問い合わせください。

問い合わせ　町民福祉課町民係　�69－2117

年金だより

平成15年2月1日～4月30日

☆国民年金保険料
口座振替促進
キャンペーン☆
実 施 中！

15.3.1 広報ひがしゆり　12

平成15年４月より、介護保険からサービス
事業者に支払われる介護報酬の単価が新
しくなります。これにともない、サービス

利用者が負担する利用料も変わります。
利用料が改定される主なサービスは表のとおり

です。
※特別地域に指定されている事業所のサービスを
利用している方は、介護報酬に15㌫加算された利
用料を負担する場合があります。
一口メモ
主に在宅サービスを利用されている方の利用者

負担の増減はサービスの種類や組み合わせ方によ
り異なりますので、担当のケアマネージャーに確
認しましょう。

A.

介護報酬が改定されるそうですが、利用料はどうなるのでしょ

うか？Q.
サ ー ビ ス � 改定後の利用料（円）�現　行（円）�

訪問介護�
　身体介護（１時間未満）�
　　　　　（30分未満）�
　生活支援（家事援助）�

介護タクシー�
（乗降車一回を新設）�
　※要支援は対象外�

デイサービス（いちょう館）�
　要支援�
　要介護　１・２�
　要介護　３～５�

４０２�
２３１�
２０８�

１００�

３４４�
４３８�
６４５�

４０２�
２１０�
１５３�

―�

４００�
４７３�
６６０�

問い合わせ　町民福祉課福祉係　�69－2117

「
即
日
融
資
」「
だ
れ
で
も
Ｏ
Ｋ
」「
低

金
利
」
－
こ
ん
な
誘
い
文
句
と
、
携
帯
電

話
番
号
、
業
者
名
だ
け
が
記
載
さ
れ
た
広

告
を
見
か
け
た
と
き
は
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
そ
れ
は
「
０
９
０
金
融
」
で
す
。

０
９
０
金
融
は
、
そ
の
電
話
番
号
に
連

絡
し
て
も
、
貸
付
金
額
や
金
利
は
会
っ
て

か
ら
決
め
る
な
ど
と
言
っ
て
、
貸
付
条
件

を
具
体
的
に
教
え
ま
せ
ん
。
会
っ
て
か
ら

初
め
て
聞
く
貸
付
条
件
は
、
十
日
で
三
割
、

五
割
の
違
法
な
高
金
利
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
貸
付
金
額
が
三
万
〜
五
万
円
な
ど
小

口
な
た
め
、
利
用
者
は
あ
ま
り
抵
抗
感
な

く
借
り
入
れ
て
し
ま
う
よ
う
で
す
。

し
か
し
、
そ
れ
が
落
と
し
穴
な
の
で
す
。

借
入
金
額
が
少
額
で
も
、
高
金
利
の
た
め

返
済
額
は
あ
っ
と
い
う
間
に
膨
ら
み
ま

す
。
そ
の
返
済
の
た
め
別
の
業
者
か
ら
借

り
る
と
い
っ
た
悪
循
環
に
陥
り
、
身
動
き

が
と
れ
な
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
０
９
０
金
融
は
、
返
済
が
遅
れ

た
と
き
の
取
り
立
て
の
た
め
に
、
借
り
た

本
人
の
住
所
や
電
話
番
号
、
勤
め
先
だ
け

で
な
く
、
親
兄
弟
や
親
せ
き
の
連
絡
先
ま

で
聞
い
て
き
ま
す
。
そ
し
て
、
少
し
で
も

返
済
が
遅
れ
た
と
き
は
、
勤
め
先
や
親
兄

弟
・
親
せ
き
に
ま
で
脅
迫
ま
が
い
の
電
話

を
し
た
り
、
押
し
掛
け
た
り
す
る
な
ど
厳

し
い
取
り
立
て
を
行
い
、
精
神
的
に
追
い

つ
め
て
、
違
法
な
高
金
利
の
利
息
を
支
払

わ
せ
る
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
悪
質
な
０
９
０
金
融
で
す

が
、
事
務
所
を
も
た
ず
、
貸
付
け
の
契
約

書
も
残
さ
ず
、
携
帯
電
話
の
番
号
し
か
明

か
さ
な
い
た
め
、
そ
の
違
法
行
為
を
立
証

し
た
り
犯
人
を
特
定
し
た
り
す
る
こ
と
が

困
難
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は
、
０
９
０

金
融
な
ど
の
違
法
な
金
融
業
者
の
手
口
に

気
を
つ
け
、
絶
対
に
借
り
な
い
こ
と
が
重

要
で
す
。

違
法
な
高
金
利
で
貸
し
付
け
、
返
済
が
遅
れ
る
と
、
本
人
だ
け
で

な
く
、
勤
め
先
や
親
せ
き
に
ま
で
押
し
掛
け
、
脅
迫
ま
が
い
の
取

り
立
て
を
す
る
…
…
。「
０
９
０
金
融
」
と
呼
ば
れ
る
違
法
な
金
融

業
者
に
よ
る
被
害
が
全
国
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
携
帯
電
話
の
番

号
し
か
明
か
さ
ず
、
正
体
が
つ
か
め
な
い
０
９
０
金
融
は
、
取
り

締
ま
る
の
も
難
し
い
の
が
現
状
で
す
。
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
の

最
大
の
防
衛
策
は
、
そ
の
手
口
を
知
り
、
利
用
し
な
い
こ
と
で
す
。

利
用
し
な
い
こ
と
が
一
番
の
防
衛
策
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「
シ
ル
バ
ー
サ
ラ
ダ
」（
４
人
前
）

《
材
料
》
（
大
…
大
さ
じ
、
小
…
小
さ
じ
）

春
雨
20
ｇ
、
ニ
ン
ジ
ン
40
ｇ
、
卵
80
ｇ
、
ロ
ー
ス
ハ
ム
40
ｇ
、
キ
ャ
ベ
ツ
80
ｇ
、、

マ
ヨ
ネ
ー
ズ
大
３
強
、
塩
少
々
、
み
り
ん
小
２
弱

《
作
り
方
》

①
春
雨
は
ゆ
で
て
食
べ
や
す
い
長
さ
に
切
る

②
ニ
ン
ジ
ン
、
卵
は
ゆ
で
て
お
く

③
キ
ャ
ベ
ツ
は
せ
ん
切
り
に
し
塩
で
も
ん
で

お
く

④
野
菜
を
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
と
み
り
ん
で
和
え
る

《
ア
ド
バ
イ
ス
》

和
洋
問
わ
ず
何
に
で
も
合
わ
せ
や
す
い
献

立
と
い
え
ば
野
菜
サ
ラ
ダ
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
季
節
に
と
ら
わ
れ
な
い
食
材
を
使
っ

た
こ
ん
な
サ
ラ
ダ
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

（
小
松
保
健
婦
）

高　沢　　　匠くん高　沢　　　匠くん�
　　　（黒渕・１歳）　　　（黒渕・１歳）�
お父さん：　敦　さんお父さん：　敦　さん�
お母さん：孝　子さんお母さん：孝　子さん�
お話し：孝子さんお話し：孝子さん�

たくみたくみ�

高　沢　　　匠くん�
　　　（黒渕・１歳）�
お父さん：　敦　さん�
お母さん：孝　子さん�
お話し：孝子さん�

たくみ�

高　橋　奈
な

津
つ

美
み

さん（舘合新田・19歳）

―職業は
大東精機で働いています。

―趣味は
休日に買い物に行くことです。

―自分の性格は
ちょっと飽きっぽい性格です。

―理想のタイプは
一緒にいて落ち着く人。
―家族に一言
いつもわがまま言ってごめんなさい。これからも
お世話になります。
―東由利について一言
人の集まりやすい温かい所だと思います。

名前の由来は？
「豊かな感性と創造力、芸術的な才能などに恵まれることを願い
『匠』と付けました」
家族では誰が好き？
「おばあちゃんです。家族以外でも誰でもいいようで、病院に行
くと知らない人に抱かれていることがよくあり、こっちがびっく
りしてしまいます」
どんなふうに育ってほしい？
「見える病気を持って生まれてしまいました。外に出れば必ず何
かいわれるでしょうから、まずはこれだけ。「くじけない強い子」
になってほしいです」
お父さんとお母さんから匠くんへひとこと
「生まれて間もなくできた左目の血管腫のためずいぶん長く入院
しました。これからも完治するまで何年も治療が必要ですが、ど
んなことをしても治してあげたいです。もう一言。９月にはお兄
ちゃんになるよ。優しいお兄ちゃんになってね」

秋田社会保険事務局・社会保険事務所では、
国民年金保険料の納め忘れを防ぐ「口座振替」
をより多くの方にご利用していただくため、
「国民年金保険料口座振替促進キャンペーン」
を実施しています。
キャンペーン期間中に口座振替に新規加入さ

れた方の中から抽選で、社会保険関係施設の利
用権などを進呈します。
この機会に是非、安心・便利・確実な口座振

替をご利用ください。

※詳しくは県内各金融機関、社会保険事務所、
市町村に設置してある専用チラシをご覧いただ
くか、秋田社会保険事務局年金課（�018－
883－1659）へお問い合わせください。

問い合わせ　町民福祉課町民係　�69－2117

年金だより

平成15年2月1日～4月30日

☆国民年金保険料
口座振替促進
キャンペーン☆
実 施 中！

15.3.1 広報ひがしゆり　12

平成15年４月より、介護保険からサービス
事業者に支払われる介護報酬の単価が新
しくなります。これにともない、サービス

利用者が負担する利用料も変わります。
利用料が改定される主なサービスは表のとおり

です。
※特別地域に指定されている事業所のサービスを
利用している方は、介護報酬に15㌫加算された利
用料を負担する場合があります。
一口メモ
主に在宅サービスを利用されている方の利用者

負担の増減はサービスの種類や組み合わせ方によ
り異なりますので、担当のケアマネージャーに確
認しましょう。

A.

介護報酬が改定されるそうですが、利用料はどうなるのでしょ

うか？Q.
サ ー ビ ス � 改定後の利用料（円）�現　行（円）�

訪問介護�
　身体介護（１時間未満）�
　　　　　（30分未満）�
　生活支援（家事援助）�

介護タクシー�
（乗降車一回を新設）�
　※要支援は対象外�

デイサービス（いちょう館）�
　要支援�
　要介護　１・２�
　要介護　３～５�

４０２�
２３１�
２０８�

１００�

３４４�
４３８�
６４５�

４０２�
２１０�
１５３�

―�

４００�
４７３�
６６０�

問い合わせ　町民福祉課福祉係　�69－2117

「
即
日
融
資
」「
だ
れ
で
も
Ｏ
Ｋ
」「
低

金
利
」
－
こ
ん
な
誘
い
文
句
と
、
携
帯
電

話
番
号
、
業
者
名
だ
け
が
記
載
さ
れ
た
広

告
を
見
か
け
た
と
き
は
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
そ
れ
は
「
０
９
０
金
融
」
で
す
。

０
９
０
金
融
は
、
そ
の
電
話
番
号
に
連

絡
し
て
も
、
貸
付
金
額
や
金
利
は
会
っ
て

か
ら
決
め
る
な
ど
と
言
っ
て
、
貸
付
条
件

を
具
体
的
に
教
え
ま
せ
ん
。
会
っ
て
か
ら

初
め
て
聞
く
貸
付
条
件
は
、
十
日
で
三
割
、

五
割
の
違
法
な
高
金
利
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
貸
付
金
額
が
三
万
〜
五
万
円
な
ど
小

口
な
た
め
、
利
用
者
は
あ
ま
り
抵
抗
感
な

く
借
り
入
れ
て
し
ま
う
よ
う
で
す
。

し
か
し
、
そ
れ
が
落
と
し
穴
な
の
で
す
。

借
入
金
額
が
少
額
で
も
、
高
金
利
の
た
め

返
済
額
は
あ
っ
と
い
う
間
に
膨
ら
み
ま

す
。
そ
の
返
済
の
た
め
別
の
業
者
か
ら
借

り
る
と
い
っ
た
悪
循
環
に
陥
り
、
身
動
き

が
と
れ
な
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
０
９
０
金
融
は
、
返
済
が
遅
れ

た
と
き
の
取
り
立
て
の
た
め
に
、
借
り
た

本
人
の
住
所
や
電
話
番
号
、
勤
め
先
だ
け

で
な
く
、
親
兄
弟
や
親
せ
き
の
連
絡
先
ま

で
聞
い
て
き
ま
す
。
そ
し
て
、
少
し
で
も

返
済
が
遅
れ
た
と
き
は
、
勤
め
先
や
親
兄

弟
・
親
せ
き
に
ま
で
脅
迫
ま
が
い
の
電
話

を
し
た
り
、
押
し
掛
け
た
り
す
る
な
ど
厳

し
い
取
り
立
て
を
行
い
、
精
神
的
に
追
い

つ
め
て
、
違
法
な
高
金
利
の
利
息
を
支
払

わ
せ
る
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
悪
質
な
０
９
０
金
融
で
す

が
、
事
務
所
を
も
た
ず
、
貸
付
け
の
契
約

書
も
残
さ
ず
、
携
帯
電
話
の
番
号
し
か
明

か
さ
な
い
た
め
、
そ
の
違
法
行
為
を
立
証

し
た
り
犯
人
を
特
定
し
た
り
す
る
こ
と
が

困
難
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は
、
０
９
０

金
融
な
ど
の
違
法
な
金
融
業
者
の
手
口
に

気
を
つ
け
、
絶
対
に
借
り
な
い
こ
と
が
重

要
で
す
。

違
法
な
高
金
利
で
貸
し
付
け
、
返
済
が
遅
れ
る
と
、
本
人
だ
け
で

な
く
、
勤
め
先
や
親
せ
き
に
ま
で
押
し
掛
け
、
脅
迫
ま
が
い
の
取

り
立
て
を
す
る
…
…
。「
０
９
０
金
融
」
と
呼
ば
れ
る
違
法
な
金
融

業
者
に
よ
る
被
害
が
全
国
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
携
帯
電
話
の
番

号
し
か
明
か
さ
ず
、
正
体
が
つ
か
め
な
い
０
９
０
金
融
は
、
取
り

締
ま
る
の
も
難
し
い
の
が
現
状
で
す
。
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
の

最
大
の
防
衛
策
は
、
そ
の
手
口
を
知
り
、
利
用
し
な
い
こ
と
で
す
。

利
用
し
な
い
こ
と
が
一
番
の
防
衛
策
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一
年
間
の
思
い
出
を
胸
に

〜
わ
く
わ
く
サ
ー
ク
ル
修
了
式▲思い出が詰まった記念誌を作る会員たち

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
体
験

〜
き
ざ
く
ら
広
場

教
育
文
化
課
で
行
っ
て
い
る
子
育
て
支

援
事
業
の
一
環
で
あ
る
き
ざ
く
ら
広
場
が
、

二
月
四
日
み
ど
り
保
育
園
で
、
ま
た
二
月
十

八
日
に
永
慶
保
育
園
で
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
ま

し
た
。

両
園
と
も
テ
ー
マ
は
「
本
の
読
み
聞
か

せ
」。
ベ
テ
ラ
ン
講
師
に
よ
る
読
み
聞
か
せ

に
園
児
た
ち
は
し
ば
し
時
を
忘
れ
て
聞
き
入

っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
き
ざ
く
ら
広
場
は
町
と
子
育
て
サ

ポ
ー
タ
ー
の
主
催
に
よ
る
子
育
て
情
報
交
流

の
場
で
す
。
同
広
場
で
は
読
み
聞
か
せ
以
外

に
も
今
後
と
も
子
育
て
に
関
す
る
様
々
な
活

動
を
行
う
予
定
で
す
。

▲読み聞かせに聞き入る園児たち

児
童
の
余
暇
活
動
支
援
を
、
と
毎
月
実

施
し
て
い
る
わ
く
わ
く
サ
ー
ク
ル
。二
月
二
十

二
日
に
本
年
度
の
全
日
程
を
修
了
し
ま
し
た
。

最
終
日
の
こ
の
日
、
一
年
間
の
活
動
の

集
大
成
と
し
て
記
念
誌
を
製
作
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
一
年
間
の
作
文
、
活
動
状
況
写
真
等

が
収
録
さ
れ
た
約
六
十
ペ
ー
ジ
の
作
品
集
で

す
。
会
員
た
ち
は
記
念
誌
を
見
な
が
ら
一
年

の
思
い
出
を
振
り
返
っ
て
い
ま
し
た
。ま
た
、

サ
ー
ク
ル
の
最
後
に
は
一
人
一
人
に
修
了
証

書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

来
年
度
、
同
サ
ー
ク
ル
に
お
け
る
な
お

一
層
の
活
動
充
実
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

父
・
貴
史
、
母
・
絵
里
子
、
高
校
生
の
姉
・
マ

ナ
、
中
学
生
の
弟
・
コ
ウ
の
四
人
で
成
り
立
つ
京

橋
家
。
こ
の
四
人
に
加
え
、
絵
里
子
の
母
さ
と
子
、

貴
史
の
愛
人
で
コ
ウ
の
家
庭
教
師
ミ
ー
ナ
。
六
人

そ
れ
ぞ
れ
が
主
人
公
に
な
っ
て
語
る
連
作
短
編

集
。京

橋
家
の
モ
ッ
ト
ー
は
〈
何
事
も
つ
つ
み
隠
さ

ず
〉。
し
か
し
、
そ
ん
な
家
族
本
当
に
い
る
の

か
？
　
だ
が
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
う
ち
に
、
こ
の
読

む
側
の
疑
問
は
消
え
る
。
や
っ
ぱ
り
い
る
わ
け
な

い
の
だ
。

彼
ら
六
人
全
員
に
共
通
す
る
の
は
、
貧
乏
臭
さ

と
、
そ
れ
か
ら
内
面
の
い
び
つ
さ
。
実
は
全
員
が

全
員
秘
密
を
抱
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
何
よ
り

怖
ろ
し
い
の
は
母
さ
と
子
を
反
面
教
師
に
、
理
想

の
家
庭
を
築
き
上
げ
よ
う
と
必
死
に
生
き
る
妻
絵

里
子
だ
。〈
何
事
も
つ
つ
み
隠
さ
ず
〉
を
提
案
し

た
彼
女
自
身
が
、
こ
の
家
庭
の
一
番
の
秘
密
を
隠

し
て
明
る
い
母
を
演
じ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
こ
ん

な
怖
い
話
っ
て
な
い
だ
ろ
う
。

家
庭
＝
帰
る
場
所
。
こ
の
、
あ
た
た
か
い
は
ず

の
空
間
と
そ
の
裏
に
潜
む
閉
塞
感
と
歪
み
。
こ
れ

を
著
者
は
見
事
に
書
き
き
っ
た
と
思
う
。
し
か
し
、

男
性
作
家
が
希
望
を
捨
て
ず
に
立
ち
上
が
る
よ
う

な
家
族
小
説
を
書
く
の
に
比
べ
、
女
性
作
家
に
は

家
族
の
禁
忌
に
踏
み
込
む
作
品
が
多
い
の
は
何
故

だ
。
某
短
歌
で
は
な
い
が
、「
気
付
く
の
は
い
つ

も
女
の
役
目
に
て
」
と
い
う
こ
と
か
。

（
ひ
）

「空中庭園」
角田光代著／文藝春秋

長
く
続
い
た
雨
上
が
り
の
朝
、
自
分
達
の
遊
び

場
が
大
き
な
水
た
ま
り
に
な
っ
て
い
た
所
か
ら
こ

の
お
話
は
始
ま
り
ま
す
。

そ
の
水
た
ま
り
に
、
え
だ
ま
め
く
ん
や
、
さ
や

え
ん
ど
う
さ
ん
た
ち
仲
良
し
が
自
分
の
ベ
ッ
ド
を

舟
に
し
て
遊
ぶ
の
で
す
が
、
そ
ら
ま
め
く
ん
だ
け

は
「
ベ
ッ
ド
を
水
に
ぬ
ら
す
の
は
イ
ヤ
ダ
！
」
と

言
う
の
で
す
…
。

で
も
、
迷
子
の
め
だ
か
の
こ
と
を
見
つ
け
て
、

小
川
に
帰
し
て
あ
げ
よ
う
と
い
う
事
に
な
っ
た

時
、
そ
ら
ま
め
く
ん
は
一
緒
に
な
っ
て
頑
張
り
ま

す
。「
や
っ
ぱ
り
、
そ
ら
ま
め
く
ん
は
優
し
か
っ

た
ん
だ
ね
」
と
安
心
す
る
の
で
す
。
ち
ょ
っ
ぴ
り

ワ
ガ
マ
マ
だ
け
ど
可
愛
い
そ
ら
ま
め
く
ん
。

こ
の
絵
本
に
使
わ
れ
て
い
る
、
ク
レ
ヨ
ン
で
書

い
た
よ
う
な
タ
ッ
チ
や
、
緑
や
水
色
が
心
楽
し
く

さ
せ
る
一
冊
で
す
。

（
い
）

そらまめくんとめだかのこ
なかやみわ／福音館書店

○
小
雪
舞
う
大
平
で
ス
キ
ー
教
室

一
月
二
十
一
日
、
二
十
二
日
、
二
十
四
日
の
三

日
間
、
ナ
イ
タ
ー
ス
キ
ー
教
室
２
０
０
３
が
大
平

ス
キ
ー
場
で
実
施
さ
れ
、
園
児
、
児
童
、
一
般
ら

の
べ
百
二
十
六
人
が
参
加
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
キ
ー

レ
ベ
ル
に
応
じ
た
講
習
を
受
け
ま
し
た
。

小
雪
ま
じ
り
の
中
で
参
加
者
た
ち
は
楽
し
み
な

が
ら
も
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

○
各
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組
み

一
月
二
十
五
日
に
わ
く
わ
く
サ
ー
ク
ル
で
ペ
タ

ン
ク
教
室
が
、
二
月
十
五
日
に
冬
季
町
民
ス
ポ
ー

ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
ペ
タ
ン
ク
大
会
が
げ
ん

き
館
で
そ
れ
ぞ
れ
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

ペ
タ
ン
ク
は
フ
ラ
ン
ス
生
ま
れ
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ

ー
ツ
で
、
ビ
ュ
ッ
ト
と
呼
ば
れ
る
目
標
の
球
に
で

き
る
だ
け
近
づ
く
よ
う
に
金
属
ボ
ー
ル
を
投
げ
る

競
技
で
す
。
競
技
は
三
人
で
組
を
作
り
、
二
組
が

対
戦
し
て
勝
敗
を
決
め
ま
す
。

わ
く
わ
く
サ
ー
ク
ル
で
は
児
童
十
四
人
が
参

加
、
講
習
を
受
け
た
後
、
競
技
大
会
を
実
施
し
ま

し
た
。
児
童
ら
は
寒
さ
に
負
け
じ
と
白
い
息
を
吐

き
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

町
民
ペ
タ
ン
ク
大
会
で
は
、
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の

部
に
二
十
組
の
有
志
チ
ー
ム
が
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
の

部
に
七
組
の
家
族
・
児
童
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
競

技
に
熱
中
し
ま
し
た
。

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
部
で
は
佐
藤
チ
ー
ム
（
佐
藤

鉄
雄
、
小
野
豊
二
郎
、
佐
藤
俊
悦
・
敬
称
略
）
が
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
で
は
伊
東
チ
ー
ム
（
伊
東
国
広
、

恵
利
子
、
聖
美
・
敬
称
略
）
が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し

ま
し
た
。

二
月
一
日
に
は
キ
ン
ボ
ー
ル
が
町
民
体
育
館
で

行
わ
れ
、
一
般
、
児
童
ら
二
十
六
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

キ
ン
ボ
ー
ル
は
カ
ナ
ダ
生
ま
れ
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ

ー
ツ
。
一
チ
ー
ム
四
人
、
三
チ
ー
ム
が
対
戦
す
る

も
の
。
大
き
な
ボ
ー
ル
（
直
径
百
二
十
二
セ
ン
チ
、

約
一
キ
ロ
）
で
サ
ー
ブ
や
レ
シ
ー
ブ
を
繰
り
返
し
、

レ
シ
ー
ブ
に
失
敗
し
た
ら
他
の
チ
ー
ム
に
得
点
が

与
え
ら
れ
る
ゲ
ー
ム
で
す
。

参
加
者
は
初
め
て
の
競
技
と
い
う
こ
と
で
戸
惑

っ
て
い
ま
し
た
が
、
次
第
に
コ
ツ
を
覚
え
、
新
し

い
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

○
気
軽
に
楽
し
む
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
は
特
別
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

必
要
と
し
な
い
上
、
老
若
男
女
の
ハ
ン
デ
ィ
が
少

な
く
、
簡
易
な
用
具
で
競
技
を
楽
し
め
る
ス
ポ
ー

ツ
で
す
。
ゴ
ル
フ
形
式
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
形
式
の
ビ
ー
チ

ボ
ー
ル
バ
レ
ー
な
ど
、
地
域
住
民
や
民
間
ス
ポ
ー

ツ
団
体
に
よ
っ
て
工
夫
、
考
案
さ
れ
た
競
技
が
多

数
誕
生
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
の
誰
も
が
、い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
、
自
分
の
好
み
や
能
力
に
合
わ
せ
て
気

軽
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
も
の
が
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
が
あ
り
ま
す
。

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
は
従
来
の
競
技
ス
ポ
ー
ツ
と

は
違
い
、
①
勝
負
よ
り
楽
し
み
②
結
果
よ
り
過
程

③
能
力
よ
り
同
好
④
技
術
よ
り
偶
然
性
な
ど
が
大

き
な
特
徴
で
あ
り
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
趣
旨
に
当

て
は
ま
り
ま
す
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
今
後
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
が

余
暇
活
動
と
し
て
、
ま
た
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
一
つ

と
し
て
普
及
し
定
着
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

次
年
度
も
教
育
文
化
課
で
は
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

▲キンボールに興じる児童たち

▲ファミリーの部で優
勝した伊東チーム

▲チャンピオンの部で
優勝した佐藤チーム

▲小雪の中でのナイタースキー教室2003
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寒
さ
に
打
ち
勝
て

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
全
国
的
に
大
流
行

し
た
こ
の
冬
、
寒
さ
も
手
伝
っ
て
室
内
に

閉
じ
こ
も
り
の
生
活
が
続
い
て
し
ま
う
傾

向
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

な
に
か
と
運
動
不
足
に
な
り
が
ち
な
時

期
で
は
あ
り
ま
す
が
、
教
育
文
化
課
で
は

各
種
ス
ポ
ー
ツ
競
技
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
生
涯
学
習
だ
よ
り
で
は
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
を
中
心
に
し
た
冬
の
ス
ポ
ー
ツ

競
技
を
紹
介
し
ま
す
。

▲ニュースポーツのひとつ�
　ペタンク競技�
▲ニュースポーツのひとつ�
　ペタンク競技�

〜
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
ス
ス
メ

〜
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
ス
ス
メ�

〜
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
ス
ス
メ�
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月
十

八
日
に
永
慶
保
育
園
で
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
ま

し
た
。

両
園
と
も
テ
ー
マ
は
「
本
の
読
み
聞
か

せ
」。
ベ
テ
ラ
ン
講
師
に
よ
る
読
み
聞
か
せ

に
園
児
た
ち
は
し
ば
し
時
を
忘
れ
て
聞
き
入

っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
き
ざ
く
ら
広
場
は
町
と
子
育
て
サ

ポ
ー
タ
ー
の
主
催
に
よ
る
子
育
て
情
報
交
流

の
場
で
す
。
同
広
場
で
は
読
み
聞
か
せ
以
外

に
も
今
後
と
も
子
育
て
に
関
す
る
様
々
な
活

動
を
行
う
予
定
で
す
。

▲読み聞かせに聞き入る園児たち

児
童
の
余
暇
活
動
支
援
を
、
と
毎
月
実

施
し
て
い
る
わ
く
わ
く
サ
ー
ク
ル
。二
月
二
十

二
日
に
本
年
度
の
全
日
程
を
修
了
し
ま
し
た
。

最
終
日
の
こ
の
日
、
一
年
間
の
活
動
の

集
大
成
と
し
て
記
念
誌
を
製
作
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
一
年
間
の
作
文
、
活
動
状
況
写
真
等

が
収
録
さ
れ
た
約
六
十
ペ
ー
ジ
の
作
品
集
で

す
。
会
員
た
ち
は
記
念
誌
を
見
な
が
ら
一
年

の
思
い
出
を
振
り
返
っ
て
い
ま
し
た
。ま
た
、

サ
ー
ク
ル
の
最
後
に
は
一
人
一
人
に
修
了
証

書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

来
年
度
、
同
サ
ー
ク
ル
に
お
け
る
な
お

一
層
の
活
動
充
実
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

父
・
貴
史
、
母
・
絵
里
子
、
高
校
生
の
姉
・
マ

ナ
、
中
学
生
の
弟
・
コ
ウ
の
四
人
で
成
り
立
つ
京

橋
家
。
こ
の
四
人
に
加
え
、
絵
里
子
の
母
さ
と
子
、

貴
史
の
愛
人
で
コ
ウ
の
家
庭
教
師
ミ
ー
ナ
。
六
人

そ
れ
ぞ
れ
が
主
人
公
に
な
っ
て
語
る
連
作
短
編

集
。京

橋
家
の
モ
ッ
ト
ー
は
〈
何
事
も
つ
つ
み
隠
さ

ず
〉。
し
か
し
、
そ
ん
な
家
族
本
当
に
い
る
の

か
？
　
だ
が
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
う
ち
に
、
こ
の
読

む
側
の
疑
問
は
消
え
る
。
や
っ
ぱ
り
い
る
わ
け
な

い
の
だ
。

彼
ら
六
人
全
員
に
共
通
す
る
の
は
、
貧
乏
臭
さ

と
、
そ
れ
か
ら
内
面
の
い
び
つ
さ
。
実
は
全
員
が

全
員
秘
密
を
抱
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
何
よ
り

怖
ろ
し
い
の
は
母
さ
と
子
を
反
面
教
師
に
、
理
想

の
家
庭
を
築
き
上
げ
よ
う
と
必
死
に
生
き
る
妻
絵

里
子
だ
。〈
何
事
も
つ
つ
み
隠
さ
ず
〉
を
提
案
し

た
彼
女
自
身
が
、
こ
の
家
庭
の
一
番
の
秘
密
を
隠

し
て
明
る
い
母
を
演
じ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
こ
ん

な
怖
い
話
っ
て
な
い
だ
ろ
う
。

家
庭
＝
帰
る
場
所
。
こ
の
、
あ
た
た
か
い
は
ず

の
空
間
と
そ
の
裏
に
潜
む
閉
塞
感
と
歪
み
。
こ
れ

を
著
者
は
見
事
に
書
き
き
っ
た
と
思
う
。
し
か
し
、

男
性
作
家
が
希
望
を
捨
て
ず
に
立
ち
上
が
る
よ
う

な
家
族
小
説
を
書
く
の
に
比
べ
、
女
性
作
家
に
は

家
族
の
禁
忌
に
踏
み
込
む
作
品
が
多
い
の
は
何
故

だ
。
某
短
歌
で
は
な
い
が
、「
気
付
く
の
は
い
つ

も
女
の
役
目
に
て
」
と
い
う
こ
と
か
。

（
ひ
）

「空中庭園」
角田光代著／文藝春秋

長
く
続
い
た
雨
上
が
り
の
朝
、
自
分
達
の
遊
び

場
が
大
き
な
水
た
ま
り
に
な
っ
て
い
た
所
か
ら
こ

の
お
話
は
始
ま
り
ま
す
。

そ
の
水
た
ま
り
に
、
え
だ
ま
め
く
ん
や
、
さ
や

え
ん
ど
う
さ
ん
た
ち
仲
良
し
が
自
分
の
ベ
ッ
ド
を

舟
に
し
て
遊
ぶ
の
で
す
が
、
そ
ら
ま
め
く
ん
だ
け

は
「
ベ
ッ
ド
を
水
に
ぬ
ら
す
の
は
イ
ヤ
ダ
！
」
と

言
う
の
で
す
…
。

で
も
、
迷
子
の
め
だ
か
の
こ
と
を
見
つ
け
て
、

小
川
に
帰
し
て
あ
げ
よ
う
と
い
う
事
に
な
っ
た

時
、
そ
ら
ま
め
く
ん
は
一
緒
に
な
っ
て
頑
張
り
ま

す
。「
や
っ
ぱ
り
、
そ
ら
ま
め
く
ん
は
優
し
か
っ

た
ん
だ
ね
」
と
安
心
す
る
の
で
す
。
ち
ょ
っ
ぴ
り

ワ
ガ
マ
マ
だ
け
ど
可
愛
い
そ
ら
ま
め
く
ん
。

こ
の
絵
本
に
使
わ
れ
て
い
る
、
ク
レ
ヨ
ン
で
書

い
た
よ
う
な
タ
ッ
チ
や
、
緑
や
水
色
が
心
楽
し
く

さ
せ
る
一
冊
で
す
。

（
い
）

そらまめくんとめだかのこ
なかやみわ／福音館書店

○
小
雪
舞
う
大
平
で
ス
キ
ー
教
室

一
月
二
十
一
日
、
二
十
二
日
、
二
十
四
日
の
三

日
間
、
ナ
イ
タ
ー
ス
キ
ー
教
室
２
０
０
３
が
大
平

ス
キ
ー
場
で
実
施
さ
れ
、
園
児
、
児
童
、
一
般
ら

の
べ
百
二
十
六
人
が
参
加
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
キ
ー

レ
ベ
ル
に
応
じ
た
講
習
を
受
け
ま
し
た
。

小
雪
ま
じ
り
の
中
で
参
加
者
た
ち
は
楽
し
み
な

が
ら
も
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

○
各
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組
み

一
月
二
十
五
日
に
わ
く
わ
く
サ
ー
ク
ル
で
ペ
タ

ン
ク
教
室
が
、
二
月
十
五
日
に
冬
季
町
民
ス
ポ
ー

ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
ペ
タ
ン
ク
大
会
が
げ
ん

き
館
で
そ
れ
ぞ
れ
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

ペ
タ
ン
ク
は
フ
ラ
ン
ス
生
ま
れ
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ

ー
ツ
で
、
ビ
ュ
ッ
ト
と
呼
ば
れ
る
目
標
の
球
に
で

き
る
だ
け
近
づ
く
よ
う
に
金
属
ボ
ー
ル
を
投
げ
る

競
技
で
す
。
競
技
は
三
人
で
組
を
作
り
、
二
組
が

対
戦
し
て
勝
敗
を
決
め
ま
す
。

わ
く
わ
く
サ
ー
ク
ル
で
は
児
童
十
四
人
が
参

加
、
講
習
を
受
け
た
後
、
競
技
大
会
を
実
施
し
ま

し
た
。
児
童
ら
は
寒
さ
に
負
け
じ
と
白
い
息
を
吐

き
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

町
民
ペ
タ
ン
ク
大
会
で
は
、
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の

部
に
二
十
組
の
有
志
チ
ー
ム
が
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
の

部
に
七
組
の
家
族
・
児
童
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
競

技
に
熱
中
し
ま
し
た
。

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
部
で
は
佐
藤
チ
ー
ム
（
佐
藤

鉄
雄
、
小
野
豊
二
郎
、
佐
藤
俊
悦
・
敬
称
略
）
が
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
で
は
伊
東
チ
ー
ム
（
伊
東
国
広
、

恵
利
子
、
聖
美
・
敬
称
略
）
が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し

ま
し
た
。

二
月
一
日
に
は
キ
ン
ボ
ー
ル
が
町
民
体
育
館
で

行
わ
れ
、
一
般
、
児
童
ら
二
十
六
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

キ
ン
ボ
ー
ル
は
カ
ナ
ダ
生
ま
れ
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ

ー
ツ
。
一
チ
ー
ム
四
人
、
三
チ
ー
ム
が
対
戦
す
る

も
の
。
大
き
な
ボ
ー
ル
（
直
径
百
二
十
二
セ
ン
チ
、

約
一
キ
ロ
）
で
サ
ー
ブ
や
レ
シ
ー
ブ
を
繰
り
返
し
、

レ
シ
ー
ブ
に
失
敗
し
た
ら
他
の
チ
ー
ム
に
得
点
が

与
え
ら
れ
る
ゲ
ー
ム
で
す
。

参
加
者
は
初
め
て
の
競
技
と
い
う
こ
と
で
戸
惑

っ
て
い
ま
し
た
が
、
次
第
に
コ
ツ
を
覚
え
、
新
し

い
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

○
気
軽
に
楽
し
む
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
は
特
別
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

必
要
と
し
な
い
上
、
老
若
男
女
の
ハ
ン
デ
ィ
が
少

な
く
、
簡
易
な
用
具
で
競
技
を
楽
し
め
る
ス
ポ
ー

ツ
で
す
。
ゴ
ル
フ
形
式
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
形
式
の
ビ
ー
チ

ボ
ー
ル
バ
レ
ー
な
ど
、
地
域
住
民
や
民
間
ス
ポ
ー

ツ
団
体
に
よ
っ
て
工
夫
、
考
案
さ
れ
た
競
技
が
多

数
誕
生
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
の
誰
も
が
、い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
、
自
分
の
好
み
や
能
力
に
合
わ
せ
て
気

軽
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
も
の
が
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
が
あ
り
ま
す
。

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
は
従
来
の
競
技
ス
ポ
ー
ツ
と

は
違
い
、
①
勝
負
よ
り
楽
し
み
②
結
果
よ
り
過
程

③
能
力
よ
り
同
好
④
技
術
よ
り
偶
然
性
な
ど
が
大

き
な
特
徴
で
あ
り
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
趣
旨
に
当

て
は
ま
り
ま
す
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
今
後
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
が

余
暇
活
動
と
し
て
、
ま
た
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
一
つ

と
し
て
普
及
し
定
着
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

次
年
度
も
教
育
文
化
課
で
は
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

▲キンボールに興じる児童たち

▲ファミリーの部で優
勝した伊東チーム

▲チャンピオンの部で
優勝した佐藤チーム

▲小雪の中でのナイタースキー教室2003
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寒
さ
に
打
ち
勝
て

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
全
国
的
に
大
流
行

し
た
こ
の
冬
、
寒
さ
も
手
伝
っ
て
室
内
に

閉
じ
こ
も
り
の
生
活
が
続
い
て
し
ま
う
傾

向
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

な
に
か
と
運
動
不
足
に
な
り
が
ち
な
時

期
で
は
あ
り
ま
す
が
、
教
育
文
化
課
で
は

各
種
ス
ポ
ー
ツ
競
技
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
生
涯
学
習
だ
よ
り
で
は
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
を
中
心
に
し
た
冬
の
ス
ポ
ー
ツ

競
技
を
紹
介
し
ま
す
。

▲ニュースポーツのひとつ�
　ペタンク競技�
▲ニュースポーツのひとつ�
　ペタンク競技�

〜
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
ス
ス
メ

〜
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
ス
ス
メ�

〜
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
ス
ス
メ�
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むし歯のなかった子

には　　マークがつ

いています

～2歳児健診から～

阿部　雪
ゆき

弥
や

くん
横渡（貴浩さん）

小野龍太郎
りゅうたろう

くん
下吹（武志さん）

佐藤紗
さ

也
や

香
か

ちゃん
湯出野（友也さん）

高橋　陽
よう

太
た

くん
須郷（栄樹さん）

佐々木那
な

由
ゆ

多
た

くん
大琴（雅史さん）

畠山　　樹
いつき

くん
地下沢（修さん）

池部梨
り

理
り

香
か

ちゃん
袖山（徹さん）

畠山　健
けん

人
と

くん
大吹川（明弘さん）

鈴木　南美
みなみ

ちゃん
畑村（紀貴さん）

浅田　美
み

咲
さき

ちゃん
船木（和幸さん）

菊地　　桜
さくら

ちゃん
舘西（直さん）

柿崎　　成
じょう

くん
下通（大さん）

畠山　春
はる

花
か

ちゃん
茂沢（孝子さん）

小林　凱
がい

斗
と

くん
黒渕（浩二さん）

柿　　　蓮
れん

くん
下通（大さん）

佐々木飛鳥
あすか

くん
大琴（順一さん）

斎藤　哲平
てっぺい

くん
石高（眞一さん）

遠藤ありさちゃん
祝沢（貴浩さん）

小野　悠
ゆう

花
か

ちゃん
下吹（武志さん）

阿部　穂
ほ

積
づみ

ちゃん
新町（淳さん）

大塚　華
はる

奈
な

ちゃん
板戸（玲子さん）

阿部　史
ふみ

奈
な

ちゃん
新町（樹悦さん）

佐藤　風
ふう

香
か

ちゃん
松柴（義宏さん）

浅田　彩
あや

乃
の

ちゃん
舟木（和幸さん）

～3歳児健診から～
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（
せ
せ
ら
ぎ
句
会
）

大
杉
の
身
震
い
を
し
て
し
ず
れ
雪
　
　
　
時
雨
山
　
　
吉
　
川
　
葉
　
子

深
雪
掻
終
へ
て
重
た
き
沓
を
脱
ぐ
　
　
　
横
小
路
　
　
宮
　
野
　
源
二
郎

凍
り
餅
吊
る
せ
ば
星
の
つ
き
さ
さ
る
　
　
蔵
新
田
　
　
小
　
野
　
貞
　
子

波
の
花
頬
に
つ
け
た
る
羅
漢
像
　
　
　
　
舟
　
木
　
　
大
庭
　
喜
右
衛
門

水
道
の
水
の
し
た
た
り
冴
返
る
　
　
　
　
蔵
新
田
　
　
小
笠
原
　
亮
　
子

手
術
終
へ
大
寒
の
窓
晴
れ
わ
た
る
　
　
　
上
　
里
　
　
小
　
野
　
石
蕗
子

二
月
く
る
雲
の
縁
よ
り
日
の
筋
矢
　
　
　
舟
打
場
　
　
高
　
橋
　
民
治
郎

裸
木
に
二
月
の
日
輪
欺
か
ず
　
　
　
　
　
久
　
保
　
　
高
　
橋
　
典
　
三

着
ぶ
く
れ
て
端
麗
に
浮
く
鳥
海
山
　
　
　
小
　
倉
　
　
遠
　
藤
　
ト
ミ
子

店
頭
に
で
ん
と
横
た
ふ
寒
の
鱈
　
　
　
　
蔵
新
田
　
　
小
笠
原
　
ト
　
ミ

山
裾
に
野
兎
の
足
跡
四
温
晴
　
　
　
　
　
横
　
渡
　
　
高
　
橋
　
ヒ
デ
子

齢
重
ね
や
を
ら
の
坂
も
早
や
二
月
　
　
　
山
　
崎
　
　
小
　
松
　
良
　
子

榾
火
乞
う
径
あ
や
ま
た
ず
辿
れ
け
り
　
　
横
小
路
　
　
小
　
松
　
丈
　
介

杉
の
雪
ま
と
も
に
被
り
塞
の
神
　
　
　
　
下
小
路
　
　
小
　
松
　
メ
　
サ

豆
撒
き
の
和
や
か
家
族
福
は
内
　
　
　
　
高
戸
屋
　
　
小
　
松
　
敏
　
雄

大
寒
や
コ
ー
ヒ
ー
豆
を
挽
く
香
り
　
　
　
中
　
通
　
　
小
　
松
　
順
之
助

寒
星
を
眼
に
温
め
て
消
灯
す
　
　
　
　
　
新
　
町
　
　
寅
　
田
　
敏
　
雄

藁
沓
と
干
棚
に
在
り
し
父
の
影
　
　
　
　
五
海
保
　
　
嶽
　
石
　
レ
　
イ

大
屋
根
の
下
に
牛
と
の
冬
ご
も
り
　
　
　
　
沼
　
　
　
鈴
　
木
　
孝
　
弥

あ
と
か
く
し
の
雪

む
か
し
む
か
し
、
山
の
麓
の
小
さ
な

村
に
一
人
の
婆
さ
ま
が
住
ん
で
い
ま
し

た
。
そ
の
年
は
春
か
ら
お
天
気
の
悪
い

日
が
続
き
、ど
の
家
も
作
物
が
と
れ
ず
、

食
べ
る
も
の
が
な
く
困
っ
て
い
ま
し

た
。そ

ん
な
村
に
一
人
の
旅
の
お
坊
さ
ん

が
訪
れ
、
一
晩
泊
め
て
く
れ
る
家
を
探

し
て
い
ま
し
た
が
、
ど
の
家
か
ら
も
断

ら
れ
る
の
で
し
た
。
お
坊
さ
ん
は
よ
う

や
く
の
こ
と
で
、
村
は
ず
れ
の
婆
さ
ま

の
家
の
戸
を
た
た
い
て
泊
め
て
も
ら
う

こ
と
に
し
ま
し
た
。

婆
さ
ま
の
家
は
北
風
も
吹
き
抜
け
る

よ
う
な
貧
し
い
家
で
し
た
が
、
婆
さ
ま

は
山
の
枯
れ
枝
を
探
し
て
き
て
、
い
ろ

り
に
燃
や
し
、
お
坊
さ
ん
を
も
て
な
す

の
で
し
た
。
そ
し
て
、
ど
ん
な
に
腹
が

空
い
て
る
だ
ろ
う
と
思
い
、
冷
た
い
風

の
吹
く
中
を
自
分
の
家
の
小
さ
な
畑
に

来
て
、
何
か
食
べ
る
も
の
は
な
い
か
と

探
し
ま
し
た
が
、
大
根
の
葉
っ
ぱ
一
つ

あ
り
ま
せ
ん
。
隣
の
地
主
の
家
の
畑
を

見
る
と
、
つ
み
お
え
た
大
根
が
ま
だ
取

り
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
婆
さ
ま
は
一
本

だ
け
失
敬
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
が
、

地
主
の
「
一
本
で
も
引
き
抜
い
て
見
ろ

っ
。ひ
っ
と
ら
え
て
代
官
所
送
り
じ
ゃ
。

分
か
っ
た
か
っ
」
と
ど
な
る
恐
い
顔
が

浮
か
ぶ
の
で
し
た
。

し
か
し
、
腹
ぺ
こ
で
弱
っ
て
い
る
お

坊
さ
ん
の
こ
と
を
思
う
と
、
悪
い
と
知

り
な
が
ら
も
「
許
し
て
く
だ
さ
い
」
と

大
根
を
一
本
引
き
抜
き
家
に
戻
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
大
根
を
き
ざ
ん
で
鍋
に

入
れ
、
大
根
汁
を
作
り
ま
し
た
。
お
椀

に
あ
っ
た
か
い
大
根
汁
を
盛
り
、
お
坊

さ
ん
に
「
さ
ぁ
ど
う
ぞ
食
べ
て
く
だ
さ

い
」
と
差
し
出
す
と
、
お
坊
さ
ん
は
嬉

し
そ
う
に
食
べ
ま
し
た
。
婆
さ
ま
は
、

お
坊
さ
ん
の
喜
ぶ
顔
を
見
て
、「
よ
か

っ
た
、
よ
か
っ
た
」
と
自
分
の
ひ
も
じ

さ
も
忘
れ
、
ほ
ほ
え
む
の
で
し
た
。

そ
し
て
婆
さ
ま
が
ふ
と
外
を
見
る

と
、
な
ん
と
、
地
主
の
畑
か
ら
婆
さ
ま

の
家
ま
で
て
ん
て
ん
と
足
跡
が
続
い
て

い
ま
す
。
明
日
の
朝
に
な
れ
ば
、
誰
が

大
根
を
盗
ん
だ
の

か
一
目
で
分
か
り

ま
す
。
婆
さ
ま
は

き
っ
と
代
官
所
送

り
に
な
る
だ
ろ
う

と
思
う
と
、
気
持

ち
が
暗
く
な
り
ま

し
た
が
、
旅
の
お

坊
さ
ん
一
人
助
か

っ
た
ん
だ
も
の

と
、
そ
の
晩
は
久

し
ぶ
り
に
暖
か
さ

が
残
る
い
ろ
り
の

側
で
眠
り
ま
し

た
。

翌
朝
、
目
を
覚
ま
し
て
外
を
見
た
婆

さ
ま
は
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。な
ん
と
、

外
は
野
も
山
も
畑
も
一
面
真
っ
白
な
雪

が
降
り
積
も
っ
て
お
り
、
婆
さ
ま
の
足

跡
は
す
っ
か
り
か
く
れ
て
い
た
の
で

す
。外

の
様
子
に
驚
い
て
い
る
婆
さ
ま

に
、
お
坊
さ
ん
は
、「
助
け
て
も
ら
っ

て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
何
も

お
礼
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
は

善
い
こ
と
ば
か
り
が
お
こ
る
で
し
ょ

う
」
と
い
う
と
、
お
経
を
唱
え
な
が
ら

静
か
に
降
り
続
く
雪
の
中
に
消
え
て
い

き
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
、
婆
さ
ま
の

家
に
は
お
坊
さ
ん
の
い
っ
た
と
お
り
、

善
い
こ
と
ば
か
り
が
続
い
た
と
い
う
こ

と
で
す
。

（
文
と
絵
　
石
渡
力
造
氏
）

六
九



17 広報ひがしゆり　15.3.1

むし歯のなかった子

には　　マークがつ

いています

～2歳児健診から～

阿部　雪
ゆき

弥
や

くん
横渡（貴浩さん）

小野龍太郎
りゅうたろう

くん
下吹（武志さん）

佐藤紗
さ

也
や

香
か

ちゃん
湯出野（友也さん）

高橋　陽
よう

太
た

くん
須郷（栄樹さん）

佐々木那
な

由
ゆ

多
た

くん
大琴（雅史さん）

畠山　　樹
いつき

くん
地下沢（修さん）

池部梨
り

理
り

香
か

ちゃん
袖山（徹さん）

畠山　健
けん

人
と

くん
大吹川（明弘さん）

鈴木　南美
みなみ

ちゃん
畑村（紀貴さん）

浅田　美
み

咲
さき

ちゃん
船木（和幸さん）

菊地　　桜
さくら

ちゃん
舘西（直さん）

柿崎　　成
じょう

くん
下通（大さん）

畠山　春
はる

花
か

ちゃん
茂沢（孝子さん）

小林　凱
がい

斗
と

くん
黒渕（浩二さん）

柿　　　蓮
れん

くん
下通（大さん）

佐々木飛鳥
あすか

くん
大琴（順一さん）

斎藤　哲平
てっぺい

くん
石高（眞一さん）

遠藤ありさちゃん
祝沢（貴浩さん）

小野　悠
ゆう

花
か

ちゃん
下吹（武志さん）

阿部　穂
ほ

積
づみ

ちゃん
新町（淳さん）

大塚　華
はる

奈
な

ちゃん
板戸（玲子さん）

阿部　史
ふみ

奈
な

ちゃん
新町（樹悦さん）

佐藤　風
ふう

香
か

ちゃん
松柴（義宏さん）

浅田　彩
あや

乃
の

ちゃん
舟木（和幸さん）

～3歳児健診から～
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（
せ
せ
ら
ぎ
句
会
）

大
杉
の
身
震
い
を
し
て
し
ず
れ
雪
　
　
　
時
雨
山
　
　
吉
　
川
　
葉
　
子

深
雪
掻
終
へ
て
重
た
き
沓
を
脱
ぐ
　
　
　
横
小
路
　
　
宮
　
野
　
源
二
郎

凍
り
餅
吊
る
せ
ば
星
の
つ
き
さ
さ
る
　
　
蔵
新
田
　
　
小
　
野
　
貞
　
子

波
の
花
頬
に
つ
け
た
る
羅
漢
像
　
　
　
　
舟
　
木
　
　
大
庭
　
喜
右
衛
門

水
道
の
水
の
し
た
た
り
冴
返
る
　
　
　
　
蔵
新
田
　
　
小
笠
原
　
亮
　
子

手
術
終
へ
大
寒
の
窓
晴
れ
わ
た
る
　
　
　
上
　
里
　
　
小
　
野
　
石
蕗
子

二
月
く
る
雲
の
縁
よ
り
日
の
筋
矢
　
　
　
舟
打
場
　
　
高
　
橋
　
民
治
郎

裸
木
に
二
月
の
日
輪
欺
か
ず
　
　
　
　
　
久
　
保
　
　
高
　
橋
　
典
　
三

着
ぶ
く
れ
て
端
麗
に
浮
く
鳥
海
山
　
　
　
小
　
倉
　
　
遠
　
藤
　
ト
ミ
子

店
頭
に
で
ん
と
横
た
ふ
寒
の
鱈
　
　
　
　
蔵
新
田
　
　
小
笠
原
　
ト
　
ミ

山
裾
に
野
兎
の
足
跡
四
温
晴
　
　
　
　
　
横
　
渡
　
　
高
　
橋
　
ヒ
デ
子

齢
重
ね
や
を
ら
の
坂
も
早
や
二
月
　
　
　
山
　
崎
　
　
小
　
松
　
良
　
子

榾
火
乞
う
径
あ
や
ま
た
ず
辿
れ
け
り
　
　
横
小
路
　
　
小
　
松
　
丈
　
介

杉
の
雪
ま
と
も
に
被
り
塞
の
神
　
　
　
　
下
小
路
　
　
小
　
松
　
メ
　
サ

豆
撒
き
の
和
や
か
家
族
福
は
内
　
　
　
　
高
戸
屋
　
　
小
　
松
　
敏
　
雄

大
寒
や
コ
ー
ヒ
ー
豆
を
挽
く
香
り
　
　
　
中
　
通
　
　
小
　
松
　
順
之
助

寒
星
を
眼
に
温
め
て
消
灯
す
　
　
　
　
　
新
　
町
　
　
寅
　
田
　
敏
　
雄

藁
沓
と
干
棚
に
在
り
し
父
の
影
　
　
　
　
五
海
保
　
　
嶽
　
石
　
レ
　
イ

大
屋
根
の
下
に
牛
と
の
冬
ご
も
り
　
　
　
　
沼
　
　
　
鈴
　
木
　
孝
　
弥

あ
と
か
く
し
の
雪

む
か
し
む
か
し
、
山
の
麓
の
小
さ
な

村
に
一
人
の
婆
さ
ま
が
住
ん
で
い
ま
し

た
。
そ
の
年
は
春
か
ら
お
天
気
の
悪
い

日
が
続
き
、ど
の
家
も
作
物
が
と
れ
ず
、

食
べ
る
も
の
が
な
く
困
っ
て
い
ま
し

た
。そ

ん
な
村
に
一
人
の
旅
の
お
坊
さ
ん

が
訪
れ
、
一
晩
泊
め
て
く
れ
る
家
を
探

し
て
い
ま
し
た
が
、
ど
の
家
か
ら
も
断

ら
れ
る
の
で
し
た
。
お
坊
さ
ん
は
よ
う

や
く
の
こ
と
で
、
村
は
ず
れ
の
婆
さ
ま

の
家
の
戸
を
た
た
い
て
泊
め
て
も
ら
う

こ
と
に
し
ま
し
た
。

婆
さ
ま
の
家
は
北
風
も
吹
き
抜
け
る

よ
う
な
貧
し
い
家
で
し
た
が
、
婆
さ
ま

は
山
の
枯
れ
枝
を
探
し
て
き
て
、
い
ろ

り
に
燃
や
し
、
お
坊
さ
ん
を
も
て
な
す

の
で
し
た
。
そ
し
て
、
ど
ん
な
に
腹
が

空
い
て
る
だ
ろ
う
と
思
い
、
冷
た
い
風

の
吹
く
中
を
自
分
の
家
の
小
さ
な
畑
に

来
て
、
何
か
食
べ
る
も
の
は
な
い
か
と

探
し
ま
し
た
が
、
大
根
の
葉
っ
ぱ
一
つ

あ
り
ま
せ
ん
。
隣
の
地
主
の
家
の
畑
を

見
る
と
、
つ
み
お
え
た
大
根
が
ま
だ
取

り
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
婆
さ
ま
は
一
本

だ
け
失
敬
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
が
、

地
主
の
「
一
本
で
も
引
き
抜
い
て
見
ろ

っ
。ひ
っ
と
ら
え
て
代
官
所
送
り
じ
ゃ
。

分
か
っ
た
か
っ
」
と
ど
な
る
恐
い
顔
が

浮
か
ぶ
の
で
し
た
。

し
か
し
、
腹
ぺ
こ
で
弱
っ
て
い
る
お

坊
さ
ん
の
こ
と
を
思
う
と
、
悪
い
と
知

り
な
が
ら
も
「
許
し
て
く
だ
さ
い
」
と

大
根
を
一
本
引
き
抜
き
家
に
戻
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
大
根
を
き
ざ
ん
で
鍋
に

入
れ
、
大
根
汁
を
作
り
ま
し
た
。
お
椀

に
あ
っ
た
か
い
大
根
汁
を
盛
り
、
お
坊

さ
ん
に
「
さ
ぁ
ど
う
ぞ
食
べ
て
く
だ
さ

い
」
と
差
し
出
す
と
、
お
坊
さ
ん
は
嬉

し
そ
う
に
食
べ
ま
し
た
。
婆
さ
ま
は
、

お
坊
さ
ん
の
喜
ぶ
顔
を
見
て
、「
よ
か

っ
た
、
よ
か
っ
た
」
と
自
分
の
ひ
も
じ

さ
も
忘
れ
、
ほ
ほ
え
む
の
で
し
た
。

そ
し
て
婆
さ
ま
が
ふ
と
外
を
見
る

と
、
な
ん
と
、
地
主
の
畑
か
ら
婆
さ
ま

の
家
ま
で
て
ん
て
ん
と
足
跡
が
続
い
て

い
ま
す
。
明
日
の
朝
に
な
れ
ば
、
誰
が

大
根
を
盗
ん
だ
の

か
一
目
で
分
か
り

ま
す
。
婆
さ
ま
は

き
っ
と
代
官
所
送

り
に
な
る
だ
ろ
う

と
思
う
と
、
気
持

ち
が
暗
く
な
り
ま

し
た
が
、
旅
の
お

坊
さ
ん
一
人
助
か

っ
た
ん
だ
も
の

と
、
そ
の
晩
は
久

し
ぶ
り
に
暖
か
さ

が
残
る
い
ろ
り
の

側
で
眠
り
ま
し

た
。

翌
朝
、
目
を
覚
ま
し
て
外
を
見
た
婆

さ
ま
は
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。な
ん
と
、

外
は
野
も
山
も
畑
も
一
面
真
っ
白
な
雪

が
降
り
積
も
っ
て
お
り
、
婆
さ
ま
の
足

跡
は
す
っ
か
り
か
く
れ
て
い
た
の
で

す
。外

の
様
子
に
驚
い
て
い
る
婆
さ
ま

に
、
お
坊
さ
ん
は
、「
助
け
て
も
ら
っ

て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
何
も

お
礼
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
は

善
い
こ
と
ば
か
り
が
お
こ
る
で
し
ょ

う
」
と
い
う
と
、
お
経
を
唱
え
な
が
ら

静
か
に
降
り
続
く
雪
の
中
に
消
え
て
い

き
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
、
婆
さ
ま
の

家
に
は
お
坊
さ
ん
の
い
っ
た
と
お
り
、

善
い
こ
と
ば
か
り
が
続
い
た
と
い
う
こ

と
で
す
。

（
文
と
絵
　
石
渡
力
造
氏
）

六
九
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1月異動人数�1月からの累計�
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4�
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6
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消防・交通�

火災出動（件）�
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早
春
、
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
の
山
地
、
土
手
な
ど
に
、
特
に

雪
国
で
は
、
雪
ど
け
を
待
ち
か
ね
た
よ
う
に
若
芽
を
出
し
ま
す
。

私
達
が
小
さ
い
こ
ろ
は
、
北

海
道
か
ら
、
ひ
と
塩
が
け
の

大
き
な
鰊

に
し
ん

が
来
る
と
、
カ
ド

あ
ぶ
り
が
各
戸
で
行
わ
れ
、

ま
た
カ
ド
貝
焼

か
や
き

に
は
、
必
ず

こ
の
ヒ
ロ
コ
が
つ
き
も
の
で

し
た
。
成
長
す
る
と
高
さ
が

50
�
以
上
に
も
な
り
、
先
端

に
散
形
花
序
（
ニ
ン
ジ
ン
の

花
の
よ
う
な
）
を
出
し
淡
紅

紫
色
の
花
を
つ
け
ま
す
。
花

被
片
は
６
個
、
つ
ぼ
み
は
総

苞
葉
に
包
ま
れ
て
先
が
尖
り

ま
す
。
地
下
の
鱗
茎
は
生
味

噌
を
つ
け
て
食
べ
て
も
美
味

で
す
。

4�　予防接種（個別・麻疹）

5�　議会定例会（～14日）

機能訓練教室

8�　スポーツ賞・芸術文化賞表

彰式（有鄰館）

9�　雪山八塩登山（予定）

11�　予防接種（個別・三混）

15�　東由利中卒業式

17�　八塩小卒業式

健康大学

18�　高瀬小卒業式

19�　機能訓練教室

20�　第２回合併協議会

乳児健診

21� 春分の日

25�　永慶保育園卒園式

28�　みどり保育園卒園式

東
由
利�

ノ
ビ
ル
（
ヒ
ロ
コ
）

（
ユ
リ
科
）

編
集
・
発
行
▼
東
由
利
町
企
画
課
　
〒
〇
一
五
‐
〇
二
九
五
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
田
県
由
利
郡
東
由
利
町
老
方
字
橋
脇
一
一
二
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�
〇
一
八
四
・
六
九
・
二
一
一
三
　
　
　
印
刷
・
Ｋ
Ｋ
本
間
印
刷
所

NO.217

（
１
月
21
日
〜
２
月
20
日
）

広
報
送
付
謝
礼
と
し
て
次
の
方
か
ら
金
一
封
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

加
藤
昭
子
さ
ん
（
秋
田
市
）

社
会
福
祉
協
議
会
に
次
の
方
か
ら
ご
芳
志
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

阿
部
富
八
さ
ん
（
中
通
）、
横
山
徳
五
郎
さ
ん

（
黒
渕
）

文
・
写
真
　
小
松
忠
正
氏

３月といえば、受験シーズン。中学３年生のみな
さんは本試験に向けて最後の追いこみに励んでいる
のではないでしょうか。私が受験生の時は、「なん
でこんなに勉強しなければならないのか」とぼやき
ながら勉強していたような気がします。今思うと、
あのころは好きなこともできず苦しい日々でした
が、自分がどれだけ頑張れるかを知ることができて
とても良い経験になったと思います。受験生のみな
さんも残りわずかの時間、ベストを尽くして頑張っ
てくださいね。（菅）

※
広
報
へ
の
掲
載
を
希
望
し
な
い
方
は
、届
出
の
際
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

●東由利町ホームページ　http://www.chokai.ne.jp/higashiyuri/

（
１
月
21
日
〜
２
月
20
日
届
出
）

●
ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

１
／24
阿
部
ナ
ツ
オ
さ
ん
（
94
）
富
　
八
･
母
・
中
　
通

１
／26
阿
部
　
義
直
さ
ん
（
93
）

寛
　
･
父
・
　
沼

２
／３
横
山
　
サ
ト
さ
ん
（
92
）
敏
　
雄
･
母
・
智
者
鶴

２
／４
横
山
ハ
ナ
エ
さ
ん
（
92
）

五
郎
･
母
・
蔵（
東
光
苑
）

２
／13
阿
部
　
ツ
ギ
さ
ん
（
78
）
清
太
郎
･
母
・
新
　
町

２
／18
宮
塚
菊
四
郎
さ
ん
（
79
）
菊
　
雄
･
父
・
新
　
町

２
／18
菊
地
ユ
キ
ヨ
さ
ん
（
96
）
純
　
悦
･
母
・
舘
　
西

２
／18
畠
山
　
ツ
キ
さ
ん
（
74
）
菊
　
一
･
妻
・
下
　
通

「鬼は～そと！福は～うち！」。２月３日の節分の日、
町内の保育園で豆まきが行われました。みどり保育園で
は、赤鬼や青鬼が現れると、元気いっぱい豆を投げる子
や「こわいよ～！」と目にいっぱい涙をためる子、ぽか
～んと様子を見ている子など反応はさまざま。それでも、
子どもたちが豆を投げ続けると、鬼は「いたいよ～」と
退散していきました。鬼退治を果たした子どもたちは嬉
しそうに年の数だけ（？）豆を食べ、今年一年の厄払い
をしていました。（広報担当）


